
広 報

コシスポ D
E
B
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担

当
（
本
庁
舎
１
階
）
☎
９
４
０
＝

８
６
０
４
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
B
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０

＝
95
＝
０
１
７
８

□
市
民
課
休
日
窓
口
に
つ
い
て
の

　
お
知
ら
せ

g
５
月
３
日
㈷
の
市
民
課
休
日
窓

口
に
つ
い
て
は
、
国
が
実
施
す
る

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
関
す
る
一
切
の
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り

ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
市
役
所
な
ど
の
窓
口
に
来
る

こ
と
な
く
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
７
月
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
者
を
対
象
と

し
た
制
度
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

の
申
し
込
み
開
始
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
直
前
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
申
請
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
早

め
に
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
方
法
〉　
通
知
カ
ー
ド
か

ら
中
央
の
申
請
書
を
切
り
離
し
、

縦
４
・
５
㌢×

横
３
・
５
㌢
の
顔

写
真
を
貼
っ
て
同
封
の
封
筒
で
郵

送
ま
た
は
本
人
確
認
書
類
、
顔
写

真
を
お
持
ち
の
う
え
市
民
課
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
担
当
へ
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
（https:

//www.kojinbango-card.go.jp/
kofushinse/

）
か
ら
も
申
請
で
き

ま
す
。
申
請
書
の
住
所
や
氏
名
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
修
正
し
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
再
発
行
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
の
方
が
、
本
人
確

認
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
民

課
、
北
部
・
南
部
出
張
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い

〈
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市
役
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ら
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
必
ず

本
人
が
お
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し
く
だ
さ
い
。
あ
ら

か
じ
め
日
時
を
予
約
す
る
と
ス

ム
ー
ズ
に
お
渡
し
で
き
ま
す
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e
事
前
に
電
話
で
市
民
課
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
担
当
へ
。
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
埼
玉
県
は
、
県
民
に
対
し
３
月
２８
日
、
２９

日
の
不
要
・
不
急
の
外
出
自
粛
を
要
請
す
る

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
４
月
３０
日
ま
で
、
市
（
公
共
施

設
の
指
定
管
理
者
を
含
む
）
が
主
催
、
共
催

す
る
不
特
定
多
数
ま
た
は
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
引
き
続
き
中
止
・
延
期

す
る
ほ
か
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

環
境
（
①
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間　

②
多
数

が
密
集
す
る
場
所　

③
近
距
離
で
会
話
を
す

る
密
接
場
面
と
い
う
３
つ
の
条
件
が
同
時
に

重
な
っ
た
場
所
）
の
下
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

同
様
に
中
止
・
延
期
す
る
と
と
も
に
、
市
施

設
（
屋
内
・
屋
外
）
の
貸
館
等
を
休
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
の
行
動
を
引

き
続
き
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す

る
、
保
健
所
な
ど
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
や
申
告
が
困
難
な

方
へ
の
お
知
ら
せ
、
郵
送
等
で
可
能
な
手
続

き
、
施
設
の
休
館
や
貸
館
の
休
止
等
、
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
・
延
期
等
の
情
報
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
随
時
更
新
し
ま
す
）
。
下

記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に

市
の
対
策
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

お
知
ら
せ

　３月18日現在の成
績は、15勝32敗で
中地区5位です。
詳しくはBリーグホームページ
（https://www.bleague.jp）
をご覧ください。

　大相撲3月
場所（3月22日
千秋楽）に出場
した阿炎関の
成績は7勝8敗
でした。

バスケットボールB2リーグ
越谷アルファーズの成績
（3月18日現在）

本市出身力士の成績
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課
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◆
厚
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９
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〜
午
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９
時
）
☎
０
１
２
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＝
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５
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＊
夜
間
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
極
力
昼
間
の
時

間
帯
で
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す

　現在、国内外において新型コロナウイルスの
感染者が急激に増加し、感染拡大が危惧され
る中、本市においても新型コロナウイルスの感
染者が発生しています。
　本市としましては、引き続き、国や県の対応を
踏まえ、市内の医療機関との連携を図りなが
ら、日々変化する状況に迅速かつ適切に対応
し、感染拡大防止に向けた対策に全力で取り組
んでまいります。
　市民の皆様には、咳エチケットや手洗いなど
の日常的な感染予防策を徹底するとともに、不
要不急な外出や人混みをできるだけ避けてい
ただきますようお願いいたします。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

相
談
窓
口

うつらない・うつさないために
手 定 期的に換気する 共 用部分は

こまめに拭き取る

人 混みを避ける 不 要不急の
外出を控える 発 熱等の症状がある場合は

毎日検温し、学校や会社を
休む

を洗い
咳エチケットを守る
せき

・
・

・
・

・
・

@citykoshigaya @citykoshigaya
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この広報紙は再生紙を
使用しています

　掲載している内容は3月27日時点の
ものです。新型コロナウイルスの感染
拡大を防ぐため、催し等の内容に変更
が生じる場合があります。
イベントの中止・延期、施設の休止

について、詳しくは8面をご覧ください。4
今号には「施政方針・教育行政方針」を折り
込んでいます
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広報こしがやお知らせ版　令和2年（2020年）4月号 ２

総額1,851億1,400万円総額1,851億1,400万円
令和２年度（2020年度）予算の概要一般会計・特別会計・病院事業会計・公共下水道事業会計を合わせて

一般会計
特別会計
病院事業会計
公共下水道事業会計
総額

1,056億円　　　　
563億　900万円
123億8,500万円
108億2,000万円
1,851億1,400万円

（前年度比7.4％増）
（前年度比14.3％減）
（前年度比1.8％増）
（前年度比皆増）
（前年度比5.1％増）

～「子育て」・「災害に強いまちづくり」を重視～

市税
468億4,400万円
44.4％（0.1％）

国庫支出金
179億4,991万円
17.0％（7.6％）

市債
119億1,430万円
11.3％（51.1％）

県支出金
66億5,266万円
6.3％（11.1％）

その他
自主財源
17億6,506万円
1.8％（▲13.7％）

繰入金
40億1,191万円
3.8％（25.6％）

諸収入
30億5,907万円
2.9％（▲17.4％）

使用料および手数料
14億8,510万円
1.4％（▲15.1％）

地方消費税
交付金
70億円
6.6％（27.3％）

地方交付税
29億円
2.7％（▲3.3％）

その他
依存財源
20億1,800万円
1.8％（16.1％）

一般会計（歳入）の内訳

〈歳入の主な増減〉
市税…市民税が前年度比1.5％減、固定資産税が前年度比1.8％増など、全体で対前年度比
0.1％増
繰入金…公共施設等整備基金からの繰入金の増などにより、対前年度比25.6％増
諸収入…プレミアム付商品券販売収入の皆減などにより、対前年度比17.4％減
国庫支出金…幼児教育・保育の無償化に係る負担金の増などにより、対前年度比7.6％増
市債…本庁舎整備等に係る借入の増などにより対前年度比51.1％増

依存財源
484億
3,486万円
45.7%

（18.7％）

自主財源
571億
6,514万円
54.3%

（▲0.6％）

一般会計
歳入
1,056億円

特別会計の内訳

8つの特別会計　総額563億900万円
　特別会計は、特定の歳入歳出を、一般の歳入歳出と区別
して経理するための会計です。公共下水道事業費特別会計
が、公営企業会計へ移行するため、８つの会計で、対前年
度比１４.３％減の５６３億９００万円となっております。

特別会計予算

一般会計予算

305億5,000万円

41億6,000万円

192億2,000万円

1億3,600万円

8,000万円

1億円

16億7,000万円

3億9,300万円

─

563億900万円

▲5.7

8.1

2.9

47.8

▲84.9

▲16.7

▲1.8

0.3

皆減

▲14.3

特　別　会　計 対前年度比（%）

国 民 健 康 保 険 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

介 護 保 険 会 計

母子父子寡婦福祉資金貸付金会計

東越谷土地区画整理事業費会計

七左第一土地区画整理事業費会計

西大袋土地区画整理事業費会計

公共用地先行取得事業費会計

公 共 下 水 道 事 業 費 会 計

計
市民税

6万7,021円
固定資産税
5万2,991円

軽自動車税
1,147円

市たばこ税
6,068円

事業所税
1,919円

都市計画税
6,864円

＊市民１人当たりの額は、3月1日現在の総人口（34万4,416人）で割ったものです

市民１人当たりの市税負担額は、13万6,010円
8万4,610円 6万1,100円 2万1,573円 4万590円 4万6,656円 5万2,077円

市民1人当たりの予算額は、30万6,606円
その他（負担金
や貸付、補修
費用などに）

委託料や光熱
水費などの管
理費に

学校、道路、公
園等の建設な
どに

市の借入金の
返済に

職員の給与や
議員報酬など
に

福祉サービスに

通常債：大規模な公共工事を実施する際の借金。
市では市債残高を減らすために、一般会
計の通常債の借り入れを、原則として毎
年度50億円以下に抑制しています

特例債：特例として借り入れた減税補てん債や臨
時財政対策債など国の政策による借金

市債（借入）残高

H28 H29 H30 R1（見込み）R2（見込み）

421
億円

266
億円

687億円

年度

431
億円

280
億円

711億円 703億円

442
億円

261
億円

708億円

439
億円

317
億円

446
億円

262
億円

756億円
通常債 特例債

歳出（目的別内訳）

＊表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が
合計値と一致しない場合があります

款　名 予　算　額 構成比（％）対前年度比（％）
5億9,212万円

169億2,439万円
480億6,522万円
84億8,248万円

6,997万円
6億8,471万円
4億8,430万円
93億7,132万円
32億8,842万円
100億4,634万円

1万円
74億2,992万円

4,081万円
1億2,000万円
1,056億円

0.6
16.0
45.5
8.0
0.1
0.7
0.5
8.9
3.1
9.5
0.0
7.0
0.0
0.1

100.0

▲1.8
69.6
4.2

▲12.5
▲3.3
9.3
▲3.3
▲4.4
▲5.4
2.3

▲50.0
▲0.3
▲6.8
0.0
7.4

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
合 計

B財政課☎963－9115
　令和２年度（２０２０年度）は、最終年度を迎える第４次越谷市総合振興計画や、まち・ひと・しごと創生総合戦
略の着実な推進と、子育てしやすい環境づくりや、災害に強いまちづくりへの取り組みなど、安全・安心・快適な
まちづくりを意識した予算としました。

＊歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が合計値と一致しない場合があります。％は構成比、カッコ内は対前年度比
〈各項目の概要〉
・市税…市民税や固定資産税など
・繰入金…基金からの取り崩しなど
・諸収入…広告料収入や施設収入など
・使用料及び手数料…施設の利用や証明書を
発行する際にいただくお金
・その他自主財源…前年からの繰越金や分担
金および負担金など
・国庫支出金…国から交付されるお金
・市債…建設事業などを行うための市の借金

・地方消費税交付金…消費税の一部が交付さ
れるもの
・県支出金…県から交付されるお金
・地方交付税…地方の財政力を調整するため
国税の一部が交付されるもの
・その他依存財源…一定の割合で国や県から
交付されるお金など
◆自主財源…市が自主的に収入できるお金
◆依存財源…国や県の裁量で割り当てられる
お金

〈歳出の主な増減〉
扶助費…生活保護扶助費や、幼児教育・保育の無償化に係る給付費等が増加したことにより、
対前年度比10.0％増
公債費…過去の市債の償還完了などにより、対前年度比0.3％減
普通建設事業費等…本庁舎整備等に係る事業費の増などにより、対前年度比62.9％増
物件費…プレミアム付商品券事業に係る委託料の減などにより、対前年度比12.6％減
繰出金…公共下水道特別会計の公営企業会計移行に伴う減などにより、対前年度比25.3％減

〈各項目の概要〉
・扶助費…児童手当や生活保護などの福祉サ
ービス費
・人件費…職員の給与や議員報酬など
・公債費…市が借り入れた地方債（借金）の
返済金
・普通建設事業費等…学校、道路、公園など
の建設費など
・物件費…委託料や光熱水費などの管理費
・補助費等…ごみ処理や高齢者医療、病院な

どにかかる負担金や団体への補助金など
・繰出金…特別会計の経費の一部を負担する
もの
・維持補修費…施設の補修経費など
・その他…貸付金や予見できない支出に備え
る経費など
◆義務的経費…支出が義務付けられている経
費
◆投資的経費…将来にわたって使用できる建
物、道路などを整備する経費

一般会計（歳出【性質別】）の内訳

普通建設
事業費等
139億7,976万円
13.2%（62.9%）

維持補修費
4億9,648万円
0.5%（14.1%）

その他
2億8,253万円
0.2%（4.1%）

その他の
経費
340億
544万円
32.2%

（▲7.7%）

義務的
経費
576億
1,480万円
54.6%
（9.0%）

一般会計
歳出
1,056億円

扶助費
291億4,090万円
27.6%（10.0%）

人件費
210億4,399万円
19.9%（11.2%）

物件費
160億6,901万円
15.2%（▲12.6%）

繰出金
72億4,902万円
6.9%（▲25.3%）

公債費
74億2,992万円
7.1%（▲0.3%）

補助費等
99億840万円
　　9.4%
    　 （23.0%）

投資的経費
139億7,976万円
13.2%（62.9%）

市民税
230億8,300万円
固定資産税
182億5,100万円
市たばこ税
20億9,000万円
都市計画税
23億6,400万円
など
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第４次総合振興計画の大綱ごとに、令和２年度
に行う事業の予算をお知らせします。
▷…既存事業　▶…新規事業（既存事業に新規
事業を加えた事業も含む）
（１万円未満は四捨五入）

▷自治会振興事業　　　　　　　　１億１０万円
▷大沢地区センター・公民館整備事業　

　５億５,８１５万円
▷コミュニティ活動推進事業　　　４,５５１万円
▷本庁舎建設事業　　　　　５６億６,７８８万円
　「越谷市民の安全・安心な暮らしを支える親し
みのある庁舎」の実現に向けて、災害発生時の防
災拠点となる、新本庁舎建設工事を進めます。
▷公共施設等総合管理事業　　　　５,１６４万円

▷母子健康づくり事業　　　　　　１,１９９万円
▷がん検診等事業　　　　　　４億３,６６２万円
▷感染症対策事業　　　　　　　　２,５２８万円
▶大相模保育所整備事業　　　４億４,３４１万円
▷学童保育室改修事業　　　　　　２,４７０万円
▷子育て充実事業　　　　　　８億７,９３４万円
　多様化する子育てニーズに対応するため、本
市独自の『こしがや「プラス保育」幼稚園事
業』の実施園を拡充（１１カ所→１４カ所）す
るなど、子育て環境の充実を図ります。
▷子ども・子育て支援給付事業　　　　６５億円

▷障がい者就労支援事業　　　　　２,０２０万円
▷特別養護老人ホーム等施設整備促進事業

５億３,４００万円

▷南越谷駅・新越谷駅周辺地域にぎわい創出事
業　　　　　　　　　　　　 ５億３９５万円

▷道の駅整備事業　　　　　　　 １,２００万円
▷公共交通事業　　　　　　　１億５,８８４万円
▷河川施設維持管理事業　　 １億１,２９３万円
　水災害時の情報発信に活用するための監視カ
メラの設置などを行います。
▷応急対策事業　　　　　　　 　５,４５０万円
▷公共下水道事業支出金　 ２０億８,０００万円
　公共下水道事業に対し、公共的な見地から必
要な費用を負担するものです。新たに、内水ハ
ザードマップを活用し、降雨や河川水位情報か
ら災害時の内水氾濫予測を行います。

▷再生可能エネルギー推進事業　　１,０００万円
▷自主防災組織育成事業　　　　 １,２００万円
▷災害予防対策事業　　　　　　 ５,８４２万円
▷防災施設整備事業　　　　 ７億９,８４０万円

▶産業活性化推進事業　　　　　 ２,５８０万円
　市内の施工業者を利用し、住宅・店舗の改修
を行う方を対象に、工事費の一部を助成する新
たな補助事業を実施するなど、さらなる市内産
業の活性化を図ります。
▷観光推進事業　　　　　　　　　７,９１６万円
▷魅力発信事業　　　　　　　　 ２,４２５万円

▷流通・工業系土地利用事業　　 ４,４００万円
▷高収益農業推進事業　　　　　 ３,３３３万円
　高収益が見込める都市農業の展開を支援する
ため、「越谷いちごタウン」第二工区の整備に着
手します。
▷農業従事・後継者育成事業　　　１,８０６万円

▷外国語指導事業　　　　　 １億２,０００万円
▷川柳小学校校舎増築事業　　 ５億４００万円
▷東京オリンピック・パラリンピック推進事業

　７００万円
▷（仮称）越谷市立地域スポーツセンター整備
事業　　　　　　　　　　　　１,５００万円

大綱１
市民とつくる住みよい自治のまちづくり

大綱２
だれもが健康で生きがいをもって安心して暮らせるまちづくり

大綱３
自然と調和し質の高い都市機能を備えたまちづくり

大綱５
安心して働ける環境を育む持続的で躍動するまちづくり

大綱６
いきいきとだれもが学べる心豊かなまちづくり

令和２年度（2020年度）
主な事業

下 水 道
事業収益

下 水 道
事業費用

44億2,249万円
21億2,411万円

10万円
65億4,670万円
55億9,600万円
6億5,740万円
9,400万円
900万円

63億5,640万円

収益的収入および支出

＊公共下水道事業会計は支出総額108億2千万円になります
＊資本的収支の不足額21億3,430万円は補てん財源から補てんします

＊病院事業会計は支出総額123億8,500万円になります
＊資本的収支の不足額5億9,490万円は補てん財源から補てんします

公共下水道事業会計の内訳

４月１日から公共下水道事業に地方公営企業
法の財務規定等を適用し、官公庁会計から公
営企業会計に移行します

　本市の公共下水道は、昭和４７年（１９７２年）に事
業に着手し、汚水の処理と雨水の排除による浸水
の防除、生活環境の改善および公共用水域の水質
保全という重要な役割を果たしています。
　令和２年度（２０２０年度）の公共下水道事業会計
の予算の概要は次のとおりです。

　市立病院は、昭和５１年に開院し、地域の基幹病
院として、救急医療や高度な医療をはじめ、医療相
談や保健衛生行政事務などの医療の提供に努めて
います。
　令和２年度（２０２０年度）の病院事業会計の予
算の概要は次のとおりです。

公共下水道事業会計予算

B下水道経営課☎963－9206

営 業 収 益
営 業 外 収 益
特 別 利 益
合 計
営 業 費 用
営 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費
合 計

病　　院
事業収益

病　　院
事業費用

109億3,890万円
5億300万円
1億4,810万円

115億9,000万円
114億6,320万円
1億1,080万円

600万円
1,000万円

115億9,000万円

収益的収入および支出
病院事業会計の内訳

医 業 収 益
医 業 外 収 益
特 別 利 益
合 計
医 業 費 用
医 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費
合 計

資 本 的
収　　入

資 本 的
支　　出

10万円
2億円

2億10万円
4億8,080万円
3億1,420万円
7億9,500万円

資本的収入および支出
固定資産売却代金
他 会 計 負 担 金
合 計
建 設 改 良 費
企 業 債 償 還 金
合 計 資 本 的

収　　入

資 本 的
支　　出

12億9,260万円
1億2,120万円
8億1,960万円

70万円
9,500万円
20万円

23億2,930万円
8億2,510万円
1,550万円

36億2,280万円
20万円

44億6,360万円

資本的収入および支出
企 業 債
国 庫 補 助 金
他 会 計 負 担 金
負 担 金 等
他 会 計 補 助 金
その他資本的収入
合 計
建 設 改 良 費
固定資産購入費
企 業 債 償 還 金
その他資本的支出
合 計

〈各項目の概要〉
営業収益…下水道使用料、雨水処理負担金など  
営業外収益…国庫補助金、他会計負担金など  
営業費用…下水管・ポンプ場の維持管理費、流域下水道維
持管理費など
営業外費用…支払利息など
特別損失…前年度発生の消費税、賞与など
建設改良費…下水管・ポンプ場の改修費用、流域下水道へ
の建設負担金など

〈各項目の概要〉
医業収益…入院・外来患者収益など
医業外収益…受取利息配当金・他会計負担金など
特別利益…過年度収益の修正など
医業費用…職員給与費・医療材料費・経費など
医業外費用…支払利息など
建設改良費…病院整備費や医療器械・リース資産の購入など

病院事業会計予算

B市立病院庶務課☎965－2221（代表）

大綱４
人や環境にやさしく安全・安心な生活を育むまちづくり
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資
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税
課
（
第
三
庁
舎
３

階
）
☎
９
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＝
９
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４
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□
越
谷
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

a
４
月
３０
日
㈭
、
午
前
１０
時
か
ら　

d
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
大
会
議
室

　

g
介
護
保
険
制
度
な
ど
に
つ
い
て

　

f
２０
人
（
抽
選
）　

e
当
日
、
午

前
９
時
４５
分
ま
で
に
会
場
へ　

b
介

護
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
５

公
募
委
員

募
集

縦
覧・閲
覧

傍 
聴

（１万円未満は四捨五入）
○大相模保育所整備事業
《子ども育成課》　　　 ４億４,３４１万円
　保育環境の充実や待機児童の解消を図る
ため、大相模保育所の建替えを行います。

令和２年度主な新規事業
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□
越
谷
市
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）

　

市
で
は
、
越
谷
市
公
衆
浴
場
法
施

行
条
例
に
基
づ
き
、
公
衆
浴
場
営
業

の
許
可
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
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び
、
公
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場
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け
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衛
生
等

管
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領
の
改
正
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す
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と
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な
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し
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す
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６
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５
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７
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〈
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情
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す
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条
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覧
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用
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衛
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課
と
ご
意
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箱
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）
☎
９
７
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３
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、
D
９
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５
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、
H

seikatsueisei@city.koshigaya.lg.jp
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ー
を
含
む
特
定
個
人
情
報
を
保
有

す
る
場
合
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、

適
切
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
か
を
特

定
個
人
情
報
保
護
評
価
書
で
評
価
す

る
こ
と
を
法
律
で
義
務
付
け
て
い
ま

す
。
評
価
書
は
公
表
し
て
か
ら
５
年

経
過
す
る
前
に
再
実
施
に
努
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

評
価
を
再
実
施
す
る
た
め
の
評
価
書

（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
期
間
〉　
４
月
１
日
㈬
〜
３０

日
㈭

〈
応
募
方
法
〉　
意
見
用
紙
を
直
接

市
民
課
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
情

報
公
開
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
２

階
）
・
各
地
区
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す

る
ご
意
見
箱
へ
（
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
。
評
価
書
（
案
）
の
閲
覧
と
意

見
用
紙
の
配
布
は
市
民
課
と
ご
意
見

箱
設
置
場
所
で
行
う
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
個
別
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
。
結
果
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す

b
市
民
課
（
本
庁
舎
１
階
）
☎
９
６

３
＝
９
１
２
６
、
D
９
６
０
＝
１
２

６
７
、
Hshimin@city.koshigaya.lg.jp

□
第
２
期
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て

　
支
援
事
業
計
画
（
素
案
）

▽
募
集
期
間…

令
和
元
年
（
２
０
１

９
年
）
１２
月
１
日
〜
２
年
（
２
０
２

０
年
）
１
月
６
日　

▽
意
見
数…

１８

件
（
２
人
）

　

い
た
だ
い
た
意
見
の
要
旨
と
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

b
子
育
て
支
援
課
☎
９
６
３
＝
９
１

６
５

□
南
越
谷
駅
・
新
越
谷
駅
周
辺
地
域

　
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
構
想
（
案
）

▽
募
集
期
間…

１
月
２９
日
〜
２
月
２７

日　

▽
意
見
数…

９３
件
（
５２
人
）

　

い
た
だ
い
た
意
見
の
要
旨
と
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

b
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
２

□
令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）

　
越
谷
市
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画

　
（
案
）

▽
募
集
期
間…

１
月
１４
日
〜
２
月
１４

日　

▽
意
見
数…

４
件
（
１
団
体
、

１
人
）

　

い
た
だ
い
た
意
見
の
要
旨
と
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

b
生
活
衛
生
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

３□
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
４
月

分
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
月
額
１

万
６
５
４
０
円
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

b
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
６
０
＝
１

１
９
０
、
市
役
所
市
民
課
（
本
庁
舎

１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
５
５

□
学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き
を

　
受
け
付
け
ま
す

　

令
和
元
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）

に
承
認
を
受
け
、
か
つ
在
学
予
定
期

間
が
終
了
し
て
い
な
い
方
に
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
申
請
書
（
は
が
き
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確
認
の

う
え
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
日
本

年
金
機
構
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
申

請
書
が
届
か
な
い
方
、
初
め
て
申
請

さ
れ
る
方
は
、
市
民
課
国
民
年
金
担

当
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

c
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も

の
、
年
金
手
帳
、
本
人
確
認
書
類
、

学
生
証
（
両
面
コ
ピ
ー
可
）
、
印
鑑

　

b
市
民
課
（
本
庁
舎
１
階
）
☎
９

６
３
＝
９
１
５
５

　緊急時や災害時、日常生活の中で困っ
たことがあったときに提示することで、
状況にあった支援を受けやすくするヘ
ルプマークとヘルプカードを配布して
います。ヘルプマーク等の提示があった
際は、援助の必要な方々へ、スムーズに
援助の手が差し伸べられるよう、皆さん
のご理解ご協力をお願いいたします。△

ヘルプマーク…か
ばんなどにつけて使
います　

△

ヘルプカ
ード…裏面にかかり
つけ医や服薬状況、
障がいの内容につい
て記入し、万が一具
合が悪くなり口頭で

症状を訴えられなくても自分の情報を
伝えることができます
〈対象〉　市内在住
の障がいのある方
や難病等の病気が
ある方、その他支
援や配慮を必要と
する方
〈配布場所〉　障害福祉課
＊詳しくは、市ホームページをご覧くだ
　さい
B障害福祉課（第三庁舎1階）☎963－
9164

ヘルプマーク・ヘルプカード
を配布しています

ヘルプマーク・ヘルプカード
を配布しています

　

３
月
定
例
会
が
２
月
２１
日
〜
３

月
１８
日
に
市
役
所
議
場
で
開
か

れ
、
市
長
提
出
３９
議
案
、
議
員
提

出
議
案
１
件
の
う
ち
、
市
長
提
出

３９
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

b
議
会
に
つ
い
て
…
議
事
課
☎
９

６
３
＝
９
２
６
１
、
議
案
に
つ
い

て
…
法
務
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３

０

　

４
月
１
日
か
ら
、
①
・
②
の
と

お
り
市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

①
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
が
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
担
当
室
を
廃
止
し
ま
す
。
▽

問
合
せ…

生
活
福
祉
課
☎
９
６
３

＝
９
１
６
２　

②
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
地
方

公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
に
伴

い
、
事
業
の
確
実
な
実
施
に
向

け
、
下
水
道
課
を
、
下
水
道
の
経

営
・
財
務
を
所
管
す
る
「
下
水
道

経
営
課
」
と
、
下
水
道
施
設
の
維

持
・
更
新
を
所
管
す
る
「
下
水
道

事
業
課
」
に
分
課
し
ま
す
。
▽
問

合
せ…

下
水
道
経
営
課
（
本
庁
舎

３
階
）
☎
９
６
３
＝
９
２
０
６
、

下
水
道
事
業
課
（
本
庁
舎
３
階
）

☎
９
６
３
＝
９
３
１
８

b
行
政
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
３

１
３

　

４
月
１
日
か
ら
、
小
児
慢
性
特

定
疾
病
医
療
、
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
、
早
期
不
妊
検
査
費
・
不
育

症
検
査
費
助
成
に
関
す
る
業
務
の

窓
口
は
、
保
健
総
務
課
（
越
谷
市

保
健
所
内
）
に
な
り
ま
す
。

b
保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５

３
１

3
月
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

一
部
の
保
健
業
務
の
担
当
課
が
変
わ
り
ま
す

意
見
募
集

意
見
募
集

結
果

成年被後見人の
印鑑登録が

できるようになりました

国
民
年
金

の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０

年
）
３
月
の
越
谷
市
印
鑑

条
例
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
印
鑑
登
録
の
意
思
の

あ
る
成
年
被
後
見
人
が
窓

口
に
来
庁
し
て
い
る
場

合
、
成
年
後
見
人
が
同
行

し
て
い
れ
ば
、
印
鑑
登
録

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

印
鑑
登
録
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
成
年
被
後
見
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
等
、
実
印
と
し
て
登

録
す
る
印
鑑
、
成
年
後
見

人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

証
明
書
等
、
登
記
事
項
証

明
書
を
お
持
ち
の
う
え
、

市
民
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

b
市
民
課
（
本
庁
舎
１

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
２

６

　

高
齢
の
１
人
暮
ら
し
や
高
齢
夫

婦
の
み
世
帯
が
増
え
る
中
で
、
高

齢
者
が
抱
え
る
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
（
掃
除
・
買
い
物
・
話
し

相
手
な
ど
）
に
対
し
て
、
地
域
で

支
え
る
活
動
を
行
う
団
体
を
募
集

し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
団
体
に
対

し
活
動
に
お
け
る
事
業
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

g
募
集
団
体
数
・
補
助
額
は
下
表

の
と
お
り　

f
市
内
で
活
動
す
る

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
構
成
す

る
団
体　

e
６
月
１
日
㈪
〜
３０
日

㈫
に
直
接
左
記
へ
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

b
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
（
第

二
庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１

８
７

高
齢
者
へ
の
支
え
合
い
活
動
等
を

　
　
　
　
　 

行
う
団
体
を
募
集
し
ま
す

補助限度額（年額）募集数
①支えあい活動

26団体 ・運営経費3万円または12万円
（実施規模に応じて変動）

＊①・②ともに介護保険制度の要支援認定者等へ
　の支援が対象

補助限度額（年額）募集数
②通いの場

9団体 ・立上げ経費4万円(初年度のみ)
・運営経費10万円

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
４
月

１
日
現
在
で
、
年
金
給
付
等
の
受
給

権
者
が
い
な
い
場
合
、
先
順
位
の
戦

没
者
等
遺
族
１
人
に
特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

b
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２

０

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

間
は
、
４
月
１
日
〜
令
和
５
年

３
月
31
日
で
す
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市の職員を募集します

〈申込み〉　各申し込み期間に、写真を貼った市販の履歴書（資格が必要な職種は資格証
等の写しを添付）を本人が直接問い合わせ先へお持ちください（土曜・日曜日、祝日を除
く。午前8時30分～午後5時15分）
＊すでに会計年度任用職員登録している方が応募する場合は、履歴書の提出は不要で
すが、申し込み手続きは必要です。受け付け期間内に直接または電話で人事課へ（希
望職種を確認後、面接の日程を伝えます）

＊報酬・給与は予定額のため、変更になることがあります

〈申込み〉　4月10日（金）～24日（金）に、写真を貼った市販の履歴書、免許証の写しを特
定記録または簡易書留で郵送または直接市立病院庶務課へ（土曜・日曜日を除く。午前8
時30分～午後5時15分）。詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項は、市立病院庶務
課、市役所総合受付、人事課（市役所本庁舎2階）で配布するほか、市立病院ホームページ
から印刷できます
B市立病院庶務課（〠343-8577東越谷10-32）☎965－4562

5月1日採用　会計年度任用職員（時給制）

交通
指導員

①1,605円
②・③は
別途支給
あり
／加入なし

面接

4月17日
（金）まで

くらし安
心課（中
央市民会
館4階）
☎963-9185

市内在住
で交通安
全に理解
と関心が
高く、健康
で指導力
があり、矯
正視力を
含み両眼
で0 . 5 以
上の方／
若干名

①登校時における安全確保
のための立哨（午前7時30分
前後の１時間程度）
②小学校や幼稚園等におけ
る交通安全教育、交通指導
（随時）
③市の行事等における交通
整理など（随時）

職　種 対象／
募集人数 勤務日時

勤務場所／内容
選考方法
申し込み期間

問合せ報酬・給与／
社会保険

市立病院職員を募集します
7月1日採用　栄養士（管理栄養士）

5月16日（土） 教養試験・作文・
面接

昭和45年4月2日以降に生まれた方で管理栄養士
免許をお持ちの方（免許手続き中の方含む）

対　象 試験日 選考方法

令和3年（2021年）4月1日採用　看護師・助産師

5月16日（土） 作文・面接看護師または助産師免許をお持ちの方（見込み
可）で、二交代または三交代勤務が可能な方

対　象 試験日 選考方法

7月1日採用　会計年度任用職員（月給制）

職　種 対象／
募集人数 勤務日時

勤務場所／内容
選考方法
申し込み期間

問合せ報酬・給与／
社会保険

非常勤
保育士

時間外
保育員

保育士資
格をお持
ちの方／
若干名

16万8,222
円
／加入あり

【週15時間
勤務】
7万4,730円
／加入なし

【週20時間
勤務】
9万9,640円
／加入あり

4月6日（月）
～30日（木）

面接、作文
等

面接、作文
等

4月6日（月）
～30日（木）

人事課（本
庁舎2階）
☎963-9132

保育士資
格をお持
ちの方ま
たは育児
経験のあ
る方／10
人程度

月曜～金曜日、①午前9時～
午後4時30分　②午前7時～
午後2時30分　③午前11時30
分～午後7時。上記時間帯の
うち、あらかじめ指定する時
間（①を基本として、②・③は
それぞれ月1～2回程度）。月1
～2回程度土曜日勤務あり
（休憩時間45分）

月曜～金曜日、(週15時間ま
たは20時間勤務)朝:午前7時
～9時　夕:午後3時～7時。上
記時間帯のうち、あらかじめ
指定する時間。月1～2回程度
土曜日勤務あり。朝・夕いず
れも勤務（休憩時間なし）

保育所／時間外保育に関す
る業務

保育所／保育業務全般

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

　
利
用
を
休
止
し
ま
す

　

５
月
１２
日
㈫
〜
１８
日
㈪
、
特
別
清

掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
を

休
止
し
ま
す
。

b
越
谷
市
民
プ
ー
ル
☎
９
９
２
＝
６

６
０
２

□
「
川
の
あ
る
ま
ち―

越
谷
文
化
」

　
第
３８
号
を
販
売
中

g
随
筆
、
レ
ポ
ー
ト
、
小
説
、
詩
、

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
高
校
生
以
下

の
作
文
等
、
写
真
、
絵
画　

h
１
０

０
０
円　

e
生
涯
学
習
課
、
大
間
野

町
旧
中
村
家
住
宅
、
旧
東
方
村
中
村

家
住
宅
、
市
立
図
書
館
、
南
部
図
書

室
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
等
で
販
売
中

　

b
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
☎
９
６
３
＝
９
３
０
７

□
越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部

　
を
改
正
し
ま
す

g
４
月
１
日
㈬
か
ら
、
次
の
①
・
②

の
規
定
を
追
加
し
ま
し
た
。
①
屋
外

広
告
物
の
表
示
を
禁
止
し
て
い
る
地

域
に
、
行
政
情
報
を
含
む
も
の
等
、

一
部
の
広
告
物
の
表
示
を
許
可
す
る

　

②
屋
外
広
告
物
を
適
正
に
管
理
す

る
よ
う
、
安
全
点
検
等
を
義
務
付
け

る
。
詳
し
く
は
左
記
へ　

b
建
築
住

宅
課
☎
９
６
３
＝
９
２
０
５

□
大
袋
駅
の
住
民
票
の
取
り
次
ぎ
所

　
が
終
了
し
ま
し
た

　

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
大
袋

駅
東
口
に
あ
る
大
熊
た
ば
こ
店
の
取

り
次
ぎ
業
務
は
３
月
３０
日
で
終
了
し

ま
し
た
。

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
２

□
越
谷
市
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン

　
ク
の
冊
子
を
発
行
し
ま
し
た

g
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
に

は
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
知
識
や
技

術
を
持
っ
て
い
る
講
師
や
指
導
者
が

い
ま
す
。
冊
子
は
北
部
・
南
部
出
張

所
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
、
各
交
流

館
、
市
立
図
書
館
、
各
図
書
室
、
各

体
育
館
等
で
配
架
し
ま
す　

b
生
涯

学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
８
月
の
日
曜
日
の
野
球
場
貸
し
出

　
し
（
抽
選
）
希
望
者
の
申
し
込
み

　
を
受
け
付
け
ま
す

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し

て
い
る
市
内
の
チ
ー
ム
（
登
録
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
）　

e
５
月
１
日

㈮
〜
６
日
㉁
に
電
子
申
請
で
申
し
込

み
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

　
婚
の
届
け
出
を
す
る
方
に
お
願
い

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
勢
調
査
の

行
わ
れ
る
年
に
、
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
各
種
届
け
出
を
す
る
際
は
、

職
業
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
調

査
結
果
は
、
厚
生
労
働
行
政
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
９
２

□
越
谷
市
霊
柩
自
動
車
利
用
助
成
金

　
を
廃
止
し
ま
し
た

　

４
月
１
日
で
越
谷
市
霊
柩
自
動
車

利
用
助
成
金
を
廃
止
し
ま
し
た
。
３

月
３１
日
ま
で
の
利
用
分
が
助
成
の
対

象
で
す
。
利
用
し
た
日
か
ら
２
カ
月

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
２

□
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の
成
人
式

に
つ
い
て

　

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
り
、
令
和
４
年
（
２
０
２

２
年
）
４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が

１８
歳
へ
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
市

で
は
、
５
年
（
２
０
２
３
年
）
１
月

以
降
も
、
２０
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象

に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

＊
式
典
の
名
称
は
後
日
決
定
し
ま
す

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

３□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

　
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

が
加
入
す
る
組
合
で
、
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
を

市
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

〈
４
月
〜
６
月
の
開
催
日
〉　
４
月

２
日
㈭
〜
７
日
㈫
、
y
１５
日
㈬
〜
１９

日
㈰
、
y
２１
日
㈫
〜
２４
日
㈮
、
５
月

１
日
㈮
〜
６
日
㉁
、
y
９
日
㈯
〜
１２

日
㈫
、
１５
日
㈮
〜
１８
日
㈪
、
y
２２
日

㈮
〜
２５
日
㈪
、
３０
日
㈯
〜
６
月
２
日

㈫
、
y
１３
日
㈯
〜
１６
日
㈫
、
y
１９
日

㈮
〜
２２
日
㈪
、
２４
日
㈬
〜
２９
日
㈪

＊
y
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

　

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
、
市
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

○
全
国
重
点

・
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

　

の
安
全
の
確
保

・
高
齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の

　

励
行

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
埼
玉
県
重
点

・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

　

止
○
越
谷
市
重
点

・
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
向

　

上
b
越
谷
警
察
署
☎
９
６
４
＝
０
１

１
０
、
市
役
所
く
ら
し
安
心
課

（
中
央
市
民
会
館
４
階
）☎
９
６

３
＝
９
１
８
５

　

越
谷
市
を
含
む
埼
葛
１２
市
町
で

は
、
毎
年
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同

和
行
為
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た

認
識
を
植
え
つ
け
る
「
え
せ
同
和

行
為
」
の
排
除
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

●
「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

同
和
問
題
の
解
決
を
口
実
に
、

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど
に

対
し
て
「
図
書
等
物
品
購
入
の
強

要
」
や
「
寄
付
金
・
賛
助
金
の
強

要
」
な
ど
、
不
法
・
不
当
な
行
為

や
要
求
を
す
る
こ
と
で
す
。
要
求

を
受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う
だ
け

で
な
く
、
同
和
問
題
に
対
す
る
誤

っ
た
認
識
を
植
え
つ
け
、
新
た
な

偏
見
や
差
別
意
識
を
生
む
要
因
と

な
り
、
同
和
問
題
解
決
の
妨
げ
と

な
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

●
え
せ
同
和
行
為
は
断
固
拒
否
し

　
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
の
要
求
に
応
じ

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
始
、

き
ぜ
ん
と
し
た
態
度
で
断
固
拒
否

し
、
え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易

な
対
応
は
、
か
え
っ
て
相
手
に
つ

け
込
ま
れ
ま
す
。

●
同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う

　

同
和
地
区
（
被
差
別
部
落
）
に

「
住
ん
で
い
る
」
、
「
生
ま
れ

た
」
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
た

不
合
理
な
偏
見
に
よ
り
、
結
婚
や

就
職
、
日
常
生
活
な
ど
の
面
で
差

別
を
受
け
、
基
本
的
人
権
が
侵
害

さ
れ
る
と
い
う
、
日
本
の
歴
史
の

中
で
生
み
出
さ
れ
、
現
在
も
な
お

存
在
す
る
我
が
国
固
有
の
重
大
な

人
権
問
題
で
す
。
埼
葛
１２
市
町
で

は
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
を
踏
ま
え
、
同
和

問
題
の
正
し
い
理
解
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

―

埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化
月
間―

４月６日㈪～
　　15日㈬は

春の全国
交通安全
運動

春の全国
交通安全
運動

き
ゅ
う

お
知
ら
せ
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□
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
差
額

通
知
を
お
送
り
し
ま
す

　

１
月
診
療
分
の
う
ち
、
生
活
習
慣

病
（
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
）
に
関
す
る
薬
剤
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
自

己
負
担
額
が
３
０
０
円
以
上
の
削
減

効
果
を
見
込
め
る
方
に
通
知
を
発
送

し
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
切
り
替
え
を
ご
希
望
の
方
は
、
医

師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
、
積
極
的
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
４

□
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し

ま
す

　

医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
た
国
民

健
康
保
険
加
入
者
へ
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
（
令
和
元
年
（
２
０
１
９

年
）
１１
月
・
１２
月
診
療
分
）
」
を
発

送
し
ま
す
。
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
４

□
国
民
健
康
保
険
税
の
仮
徴
収
額
決

定
・
変
更
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
　

令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）

の
国
民
健
康
保
険
税
を
６
月
か
ら
新

た
に
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付

さ
れ
る
方
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。
ま
た
、
２
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

方
の
う
ち
、
６
月
以
降
納
付
方
法
が

口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
で
の
支
払

い
に
変
更
と
な
っ
た
方
へ
、
仮
徴
収

額
変
更
通
知
書
を
４
月
１５
日
㈬
に
発

送
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
す
で
に
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ
れ
て
い

る
方
も
変
更
で
き
ま
す
。
５
月
２９
日

㈮
ま
で
に
申
請
す
る
と
６
月
は
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
、
７
月
か
ら
は
口

座
振
替
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
申
請

に
は
保
険
証
、
振
替
口
座
の
通
帳
と

届
出
印
（
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し

込
む
方
の
み
）
が
必
要
で
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
（
第
二
庁
舎
１

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
４
６

□
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
３１
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）

の
国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
に
変

更
が
あ
っ
た
方
や
新
た
に
課
税
さ
れ

た
方
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口

座
振
替
に
変
更
さ
れ
た
方
に
納
税
通

知
書
と
納
付
書
（
口
座
振
替
の
方
に

は
通
知
書
の
み
）
を
４
月
１５
日
㈬
に

発
送
し
ま
す
。

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

□
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
申
告
所
得
税
、
贈
与
税
お
よ
び
個

人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
・
納

付
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
申
告

所
得
税
、
贈
与
税
お
よ
び
個
人
事
業

者
の
消
費
税
に
つ
い
て
、
申
告
・
納

付
期
限
を
４
月
１６
日
㈭
ま
で
延
長
し

ま
す
。
４
月
１６
日
㈭
ま
で
（
土
曜
、

日
曜
日
は
除
く
）
は
越
谷
税
務
署
庁

舎
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
申
告

会
場
に
来
場
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

感
染
予
防
の
た
め
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
越
谷
税
務
署
☎
９
６
５
＝
８
１
１

１□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
令
和
２

年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
市
・
県

民
税
の
申
告
期
限
延
長
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
市
・

県
民
税
の
申
告
期
限
を
左
記
の
と
お

り
延
長
し
ま
す
。
申
告
会
場
に
来
場

を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
手
洗
い
や

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、
感
染
予
防
の

た
め
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
申
告
期
限
〉　

４
月
１６
日
㈭
ま

で
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土

曜
、
日
曜
日
は
除
く
）

〈
会
場
〉　
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階

会
議
室
Ｂ

　

ま
た
、
郵
送
で
も
市
・
県
民
税
の

申
告
が
で
き
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
郵
送
に
よ
る
申
告
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
に
よ
る

申
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
申
告
書

に
同
封
し
た
「
令
和
２
年
度
（
令
和

元
（
平
成
３１
）
年
分
）
市
民
税
・
県

民
税
の
申
告
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
４

□
令
和
２
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）

分
の
市
・
県
民
税
に
つ
い
て

　

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の

確
定
申
告
等
に
基
づ
い
て
、
令
和
２

年
度
の
市
・
県
民
税
が
課
税
と
な
る

方
は
、
６
月
か
ら
お
納
め
く
だ
さ

い
。

　

前
年
の
所
得
等
の
記
載
の
あ
る
２

年
度
（
平
成
３１
年
（
２
０
１
９
年
）

分
）
の
市
・
県
民
税
課
税
証
明
書
・

非
課
税
証
明
書
の
交
付
の
開
始
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
差
し
引

き
）
の
方…

５
月
１５
日
㈮
か
ら　

▽

普
通
徴
収
の
方…

６
月
８
日
㈪
か
ら

　

▽
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
の
方

…

６
月
１２
日
㈮
か
ら

　

交
付
の
開
始
ま
で
は
、
平
成
３１
年

度
（
３０
年
分
）
が
最
新
年
度
で
す
。

証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
場
合

は
、
何
年
度
の
証
明
書
が
必
要
か
、

提
出
先
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
４

□
税
等
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す

　

一
度
申
し
込
め
ば
、
指
定
し
た
金

融
機
関
の
口
座
か
ら
納
期
限
の
日
に

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
し
た
月
の
翌
月
の
納
期
分

か
ら
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〈
口
座
振
替
で
き
る
税
金
〉　
市
・

県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
種

別
割
、
国
民
健
康
保
険
税

＊
納
期
限
が
過
ぎ
た
市
税
等
は
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん

〈
申
込
み
〉　
納
税
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
金
融
機
関
、
市
役
所
収
納

課
、
北
部
・
南
部
出
張
所
へ
預
貯
金

通
帳
と
届
出
印
、
納
税
通
知
書
を
お

持
ち
の
う
え
、
市
内
の
金
融
機
関
等

に
置
い
て
あ
る
「
越
谷
市
口
座
振
替

依
頼
書
」
ま
た
は
納
税
通
知
書
に
添

付
さ
れ
て
い
る
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
届
出

印
を
押
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

b
収
納
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）
☎
９

６
３
＝
９
１
４
１

□
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
４
月
５
日
㈰
・
１９
日
㈰
・
５
月
３

日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

d 

b
収
納
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）
☎
９

６
３
＝
９
１
４
２

　

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

（
実
施
年
度
中
４０
歳
以
上
の
方
）

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

＊
年
度
内
に
受
診
結
果
を
添
付
で

き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

＊
助
成
後
に
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
の
受
診
が

判
明
し
た
場
合
、
助
成
金
を
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す

＊
医
療
費
控
除
特
例
制
度
（
ス
イ

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
制
度
）
の

証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申

し
出
く
だ
さ
い

＊
令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
等
で

使
用
す
る
場
合
は
、
令
和
２
年

１２
月
末
ま
で
の
受
診
分
が
対
象

で
す
。
３
年
１
月
１
日
〜
３
月

３１
日
の
受
診
分
は
３
年
分
の
確

定
申
告
等
の
対
象
で
す

e
直
接
国
民
健
康
保
険
課
へ
。
北

部
・
南
部
出
張
所
、
各
地
区
セ
ン

タ
ー
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　

b
国
民
健
康
保
険
課
（
第
二
庁

舎
１
階
）
▽
国
民
健
康
保
険
に
加

入
の
方…

☎
９
６
３
＝
９
１
５

４
、
▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
の
方…

☎
９
６
３
＝
９
１
７

０

　市立病院では、受益と負担の公平化とともに、病院経
営の健全化を図るため、診断書および差額ベッド等の料
金を、４月１日から改定することとなりました。
　詳しくは下表および市立病院ホームページをご覧くだ
さい。

（※）ほかの医療機関において診療を受けている者またはその家族等が、当該診療
について主治医以外の医師から意見、説明等を聞くために行う相談のこと

B市立病院医事課☎９６５－４５３２

普通診断書・
死亡診断書・
諸証明書
特別診断書・
特別死亡診断
書

特別病室を使
用した場合の
室料差額

セカンドオピ
ニオン（※）
相談に係る費
用

死体検案料

1通につき 1,500円(市内)
 2,000円(市外)

1通につき 3,500円(市内)
 4,500円(市外)

使用した特別病室の種別に
応じ、定める額
1日につき
　　特別病室A
 15,000円(市内)
 22,000円(市外)
　　特別病室B
 7,500円(市内)
 11,000円(市外)
　　特別病室C
 5,000円(市内)
 7,250円(市外)
1回につき相談時間30分以
内は11,000円、30分を超
えるときは11,000円に30
分(30分に満たないときは、
30分とする)ごとに5,500
円を加算した額
1件につき6,500円

1通につき　1,000円(市内) 
 1,500円(市外)

1通につき　2,500円(市内)
 3,500円(市外)

使用した特別病室の種別に
応じ、定める額
1日につき
　　特別病室A
 14,000円(市内)
 21,000円(市外)
　　特別病室B
 7,000円(市内)
 10,500円(市外)
　　特別病室C
 4,500円(市内)
 6,750円(市外)
1回につき相談時間30分以
内は10,000円、30分を超
えるときは10,000円に30
分(30分に満たないときは、
30分とする)ごとに5,000
円を加算した額
1件につき6,000円

対象項目 新料金（4月1日から） 旧料金

国
保のお

知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

越谷市国民健康保険・後期高齢者医療制度に
加入の方へ4月1日（水）から

市立病院の診断書および
差額ベッド等の料金を改定します

令和２年度（２０２０年度）の
人間ドック検診料助成の申請・請求は
令和３年（２０２１年）３月３１日（水）

までです
国民健康保険

対象者

助成金額

助成要件

申請
・
請求

後期高齢者医療制度

年度年齢40歳以上
で越谷市国民健康
保険に加入の方

越谷市で資格を有
する後期高齢者医
療制度に加入の方

令和２年度（2020年度）に受診した人
間ドックの検診料に要した費用で
10,000円を限度とし、１人につき１
年度に１回の助成

・国民健康保険税または後期高齢者医
療保険料に滞納がないこと

・人間ドックの検査項目に特定健康診
査の基本的な検査項目を含むこと

・助成を受ける年度の特定健康診査ま
たは後期高齢者健康診査を受診して
いないこと

人間ドックを受診後、申請書、問診・
確認票（国保のみ）、請求書に次の書類
を添付してご申請・ご請求ください。
申請書等は国民健康保険課で配布しま
す
〈持ち物〉
国保・後期共通…保険証、検診機関で
発行された人間ドック検診料の領収証
（原本）、検診機関で発行された人間ド
ック検診結果の写し
国保の方…世帯主の印鑑、世帯主名義
の振込先口座情報
後期の方…受診者の印鑑、受診者名義
の振込先口座情報
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〈
対
象
〉　
市
内
在
住
で
各
農
園

の
自
主
管
理
班
の
班
員
（
１０
人
程

度
）
へ
の
氏
名
・
電
話
番
号
の
提

供
に
承
諾
で
き
る
６０
歳
以
上
（
令

和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
５
月
１

日
現
在
）
の
方

〈
貸
し
出
し
期
間
〉　
５
月
１
日

㈮
〜
７
年
（
２
０
２
５
年
）
１
月

３１
日
㈮
（
土
地
所
有
者
か
ら
返
還

の
申
し
出
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

〈
費
用
〉　
無
料

〈
申
込
み
〉　
４
月
１５
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往

信
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
・
希
望
農
園
名
、
返
信
面

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
、
福
祉
推
進
課
へ
。
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
後

日
通
知
し
ま
す

＊
摩
擦
熱
で
色
が
消
え
る
ボ
ー
ル

ペ
ン
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
＊
１
世
帯
に
つ
き
１
枚
（
１
区

画
）
の
み
応
募
で
き
ま
す
。
複

数
の
農
園
を
申
し
込
ん
だ
場

合
、
す
べ
て
無
効
と
な
り
ま
す

＊
ほ
か
の
い
き
い
き
農
園
（
補
欠

含
む
）
や
市
民
農
園
を
ご
利
用

の
世
帯
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
b
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
２

３
７

□
ひ
な
を
拾
わ
な
い
で
!!

　

毎
年
、
春
か
ら
初
夏
は
野
鳥
の

子
育
て
の
季
節
で
す
。
身
近
な
場

所
で
も
、
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が

聞
か
れ
、
か
わ
い
い
ひ
な
に
出
会

う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
野
鳥
の
ひ
な
は
ま
だ
上
手
に

飛
べ
な
い
状
態
で
巣
立
つ
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
ひ

な
で
も
多
く
は
親
鳥
が
食
べ
物
を

運
ん
だ
り
、
安
全
な
場
所
へ
導
い

た
り
し
て
育
て
て
い
る
最
中
で

す
。
迷
子
だ
と
思
っ
て
拾
う
と
、

親
鳥
か
ら
引
き
離
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
界
で
は
巣
立
ち
後
に
親
鳥

と
過
ご
す
わ
ず
か
な
期
間
（
１
週

間
〜
１
カ
月
）
に
「
何
が
食
べ
物

で
、
何
が
危
険

か
」
な
ど
を
学
習

し
て
ひ
と
り
立
ち

す
る
の
で
、
人
に

育
て
ら
れ
た
ひ
な

は
自
然
の
中
で
生

き
て
い
け
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
巣
立
つ
ま
で
ひ
な

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
３
、
（
公
財
）
日
本
野
鳥
の
会

☎
０３
＝
５
４
３
６
＝
２
６
２
２

□
繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
に
ご
注
意
を

　

繁
殖
期
の
カ
ラ
ス
は
ひ
な
を
守

る
た
め
に
、
威
嚇
・
攻
撃
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
カ

ラ
ス
の
巣
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
巣
の
下
を

通
る
場
合
は
、
帽
子
や
傘
で
防
ぐ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
衛
策
】

○
カ
ラ
ス
に
え
さ
を
与
え
な
い

・
ご
み
を
出
す
と
き
は
生
ご
み
が

見
え
な
い
よ
う
に
袋
の
真
ん
中

に
入
れ
て
出
す

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
袋
が

は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
カ
ラ
ス

よ
け
ネ
ッ
ト
を
か
け
る

・
ペ
ッ
ト
が
食
べ
残
し
た
え
さ
は

片
づ
け
る

○
カ
ラ
ス
に
巣
を
作
ら
せ
な
い

・
樹
木
に
巣
を
作
る
場
合
、
込
み

入
っ
た
枝
を
好
む
習
性
が
あ
る

た
め
、
枝
を
せ
ん
て
い
す
る

・
巣
の
材
料
と
な

る
ハ
ン
ガ
ー
は

物
干
し
場
に
放

置
せ
ず
室
内
に

取
り
込
む

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
３

□
越
谷
の
魅
力
を
〝
市
外
に
〞
発
信

す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

　
魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

費
補
助
金

〈
対
象
事
業
〉　
歴
史
・
文
化
・
産

業
（
農
商
工
観
）
等
の
魅
力
あ
る
地

域
資
源
を
活
用
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
や
集
客
に
つ
な
が
る
事
業
（
市

外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出

展
、
市
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど
）
。

市
か
ら
財
政
的
支
援
を
受
け
て
い
る

事
業
（
見
込
み
の
事
業
も
含
む
）
は

対
象
外

〈
助
成
額
〉　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
（
上
限
２０
万
円
）

〈
対
象
〉　
市
内
事
業
者
、
市
内
で

活
動
す
る
団
体
な
ど
（
年
度
内
１
申

請
者
に
つ
き
１
回
の
み
）

〈
申
込
み
〉　
４
月
１
日
㈬
〜
令
和

３
年
（
２
０
２
１
年
）
２
月
５
日
㈮

に
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
直

接
ま
た
は
郵
送
で
観
光
課
へ
（
予
算

が
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
）
。
詳
し

く
は
応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
要
項
は
観
光
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す
。
活
用
す
る
地
域
資
源
等
は

申
請
書
を
提
出
す
る
前
に
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

b
観
光
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）
☎
９

６
７
＝
１
３
２
５

□
令
和
２
年
度
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ
参

加
者

g
キ
ャ
ン
プ
、
お
楽
し
み
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
（
お
お
む
ね
月
１

回
程
度
活
動
）
。
越
谷
市
青
少
年
相

談
員
協
議
会
主
催　

f
市
内
在
住
の

小
学
生
２０
人
（
抽
選
）　

h
年
会
費

１
５
０
０
円
（
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
別

途
実
費
が
か
か
り
ま
す
）　

e
４
月

１７
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ　

b

青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
わ
く
わ
く
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員

g
不
登
校
や
学
校
に
行
け
な
い
こ
と

に
悩
む
お
子
さ
ん
や
保
護
者
を
対
象

に
行
う
事
業
へ
の
協
力
。
年
間
３
回

程
度
の
事
業
・
会
議
へ
の
参
加
協
力

　

f
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
団
体
と
市
内
在
住
・
在
勤
で
２０
歳

以
上
の
方
５
人
程
度　

e
４
月
３０
日

㈭
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ　

b
青
少

年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
団

体
g
市
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
団
体
１

団
体
に
つ
き
２
万
円
（
予
算
の
範
囲

内
）
を
限
度
に
補
助
金
を
交
付　

e

事
前
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
直
接
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

へ
。
詳
し
く
は
募
集
要
項
等
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
等
は
左
記
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す　

b
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
（
第
二
庁
舎
１
階
）
☎

９
６
３
＝
９
１
８
７

□
「
越
谷
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
２
０
」
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

a
５
月
２４
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館
周
辺

　

g
会
場
設
営
、
誘
導
な
ど
（
５
月

９
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
に

中
央
市
民
会
館
５
階
第
４
・
５
会
議

室
で
事
前
説
明
会
が
あ
り
ま
す
）　

e
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
左
記
へ　

b
越
谷
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
中
央
市
民
会
館
５
階
）

☎
９
６
０
＝
３
３
５
０
、
D
９
６
０

＝
３
３
５
３
、
Hkiajapan@kiaja 

pan.com

□
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ほ
っ
と
越
谷
」
ブ
ッ
ク
サ
ロ
ン

　
企
画
委
員

g
本
好
き
な
参
加
者
が
本
に
つ
い
て

語
り
合
う
「
ほ
っ
と
越
谷
」
ブ
ッ
ク

サ
ロ
ン
を
企
画
・
運
営
。
任
期
は
５

月
〜
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
３

月　

f
１８
歳
以
上
で
本
が
好
き
な
方

　

e
４
月
１
日
㈬
〜
５
月
８
日
㈮
に

応
募
用
紙
に
作
文
を
記
入
し
、
男
女

共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

越
谷
」
へ
。
詳
し
く
は
左
記
で
配
布

す
る
募
集
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
男
女
共

同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
越

谷
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い　

b
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ほ
っ
と
越
谷
」
☎
９
７
０
＝

７
４
１
１
（
月
曜
日
、
祝
日
休
所
）

　市では、地域包括支援センターを市内に１１カ所設置し
ています。主な業務は、介護・健康に関することや権利
擁護についての相談、介護保険で「要支援１」、「要支援
２」と認定された方などの介護予防ケアプランの作成で
す。このほか、高齢者等がより暮らしやすい地域とする
ための関係機関とのネットワーク作りを行っています。
　地域の高齢者の総合相談窓口として、お気軽にご利用
ください。

B各地域包括支援センター（上表のとおり）、
地域包括ケア推進課（第二庁舎１階）☎963－91６３

　

こ
れ
ま
で
「
福
祉
な
ん

で
も
相
談
窓
口
」
と
し

て
、
福
祉
に
関
す
る
相
談

や
担
当
窓
口
を
ご
案
内
し

て
き
ま
し
た
。
４
月
１
日

㈬
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
今
ま
で
以
上

に
相
談
し
や
す
い
窓
口
と

な
る
よ
う
「
な
ん
で
も
相

談
窓
口
」
へ
名
称
を
変
更

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

b
な
ん
で
も
相
談
窓
口

（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総

合
受
付
隣
）
☎
９
６
３
＝

９
１
５
０

募 

集

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

野
鳥
の
子
育
て
の
季
節
で
す

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

野
鳥
の
子
育
て
の
季
節
で
す

高齢者の総合相談窓口
地域包括支援センターを
ご利用ください

名称 所在地 電話番号

４月１日（水）から
福祉なんでも相談窓口の
名称を変更します

い
き
い
き
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

桜井
新方
増林
大袋
荻島・
北越谷
出羽
蒲生
川柳・
大相模
大沢 
越ヶ谷
南越谷

下間久里792-1（桜井地区センター内）
大吉470-1（新方地区センター内）
増林3-4-1（増林地区センター内）
大竹831-1

南荻島190-1（荻島地区センター内）

七左町4-248-1（出羽地区センター内）
登戸町33-16（蒲生地区センター内）
川柳町2-507-1
（老人福祉センターひのき荘内）
東大沢1-11-13
越ヶ谷4-1-1（越谷市中央市民会館２階）
南越谷4-21-1（南越谷地区センター内）

970-2015
977-3310
963-3331
971-1077

978-6500

985-3303
985-4700

990-0753

972-4185
966-1851
999-6651

＊各農園（大吉を除く）に駐車場はありません。
　徒歩・自転車・バイク等をご利用ください

大吉

神明町

川柳町

相模町

大吉703-1

神明町3-464

川柳町1-445-1

相模町5-432-1

18㎡

10㎡

20㎡

30㎡

5

6

17

9

面積
(1区画あたり)

募集
区画数所在地農園名
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就
職
・
創
業

就
職
・
創
業

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
試
験

講
座
・
試
験

不
動
橋
の

　
　
こ
い
の
ぼ
り

公
園
で
の

火
気
の
使
用
や

サ
ッ
カ
ー
・
ゴ
ル
フ
等
は

原
則
禁
止
で
す

農業用水に水が入ります

家でホタルを育ててみよう

めずらしい植物を見ることができます

木造伝正観音菩薩坐像

２
０
２
０
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン・リ
ー
グ
公
式
戦

中
止
の
お
知
ら
せ

巨
人
対
千
葉
ロ
ッ
テ

市主催・共催の催し等の
中止および臨時休館のお知らせ

　３月２７日現在、中止などが決定している催し等は下表のとおりです。個別の
催し等の実施の可否など、詳しくは順次市ホームページ等でお知らせします。各
二次元コードからもご覧いただけます。

お子さんと一緒に体操に挑戦

　
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
３
月
27
日
現
在
の
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
日
程
変
更
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
問
い
合

わ
せ
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊上記の中止・延期は、広報こしがやお知らせ版3月号および季刊版春号に掲載した催し
等を中心に掲載しています。詳しくは各問合せへ

中止・延期（一部中止・規模縮小を含む）

日　時 催　し　名 問　合　せ

4月4日（土）・5日
（日）・11日（土）・
12日（日）

～4月5日（日）

4月6日（月）・8日
（水）・10日（金）・
13日（月）・15日
（水）・17日（金）・
20日（月）・22日
（水）・24日（金）

4月3日（金）・
17日（金）

4月8日（水）

4月17日（金）

～4月12日（日）

4月18日（土）

4月19日（日）

4月25日（土）

4月26日（日）

ディンギーパーク

出羽チューリップコミュニティ
フェスタ2020（縮小開催）

生涯スポーツ講座

就職支援セミナー（金曜講座）

女性のための就職支援セミナー

苗木無料配布

北越谷桜堤のライトアップ

ガーヤちゃんの日

みんなの市

観光ぶらっとこしがや

第15回まるななマーケット

（一社）越谷市観光協会
☎971-9002

出羽地区コミュニティ
推進協議会（出羽地区
センター内）
☎940-7521

スポーツ振興課
☎963-9284

産業支援課
☎940-4680

公園緑地課
☎963-9225

（一社）越谷市観光協会

越谷中央商店会
☎960-1611

＊★…貸館のみ休止。☆…電話相談のみ対応

臨時休館等の施設（4月30日（木）まで）

観光・物産施設

高齢者福祉施設

障がい者福祉施設 ★

子育て支援施設（家庭児童相談室・
サロン含む） ☆

青少年相談室 ☆

児童館（コスモス・ヒマワリ） ☆

科学技術体験センター

越谷コミュニティセンター

伝統文化（能楽堂、古民家）

図書館（室）

男女共同参画支援センター「ほっと越谷」

地区センター・公民館、市民会館、
交流館、市民活動支援センター等 ★

スポーツ施設

キャンプ施設

「ふらっと」がもう・おおぶくろ

公園など

ごみ

リサイクル

観光課☎967-1325

福祉推進課☎963-9320

障害福祉課☎963-9164

子育て支援課☎963-9165

青少年課☎963-9308

科学技術体験センター☎961-7171

越谷コミュニティセンター☎985-1111

生涯学習課☎963-9307

市立図書館☎965-2655

人権・男女共同参画推進課☎963-9113

市民活動支援課☎963-9153

スポーツ振興課☎963-9284

青少年課☎963-9308

地域包括ケア推進課☎963-9187

公園緑地課☎963-9255

リサイクルプラザ☎976-5375

リサイクルプラザ☎976-5371

施設等の種別 問　合　せ

□
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園　
み
ど
り

の
日
無
料
開
園

a
５
月
４
日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
園
は
４
時
３０
分
ま
で
）　

d
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園　

h
無
料

　

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２

２
５

□
プ
レ
ー
パ
ー
ク

a
５
月
１
日
㈮
〜
５
月
３
日
㈷
、
午

前
１１
時
〜
午
後
４
時
。
小
雨
決
行　

d
原
っ
ぱ
公
園
（
西
大
袋
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
）　

g
穴
掘
り
や
泥

ん
こ
遊
び
、
水
や
火
を
使
う
遊
び
な

ど　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b

青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
県
指
定
文
化
財
・
林
泉
寺
の
木
造

伝
正
観
音
菩
薩
坐
像
が
公
開
さ
れ

ま
す

鎌
倉
時
代
後
期
の
作
で
あ
る
林
泉

寺
「
木
造
伝
正
観
音
菩
薩
坐
像
」
が

公
開
さ
れ
ま
す
。

a
４
月
１９
日
㈰
、
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
４
時
３０
分　

d
林
泉
寺
（
増
林

３
８
１
８
）　

b
林
泉
寺
☎
９
６
３

＝
０
４
２
２

□
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
「
ラ
ン
ラ
ン

ラ
ン
ド
」

a
５
月
２４
日
㈰
〜
令
和
３
年
（
２
０

２
１
年
）
１
月
２４
日
㈰
（
全
６
回
）

　

d
市
内
の
公
共
施
設
等　

g
親
子

で
の
昔
遊
び
、
ゲ
ー
ム
、
野
外
活
動

等　

f
市
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
１５
組
４０
人　

h

実
費
負
担
あ
り　

e
４
月
１
日
㈬
、

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b

青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

通水開始日
4月13日（月）
4月15日（水）
4月20日（月）
4月24日（金）

4月27日（月）

B農業振興課☎９６３－９１９３

＊天候などの状況により、通水開始
日を変更する場合があります

〈
日
時
〉　
４
月
５
日
㈰
〜
５
月

９
日
㈯

〈
場
所
〉　
不
動
橋
・
相
模
町
ス

ポ
ッ
ト
広
場
（
相
模
町
六
丁
目
）

〈
内
容
〉　
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
約

８
０
０
匹
、
手
描
き
こ
い
の
ぼ
り

１４
匹
の
掲
揚
（
９
保
育
所
・
園
、

４
幼
稚
園
、
１
小
学
校
）
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す

b
大
相
模
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
（
大
相
模
地
区
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
９
８
８
＝
７
３
７
０

　

市
内
の
公
園
で
次
の
こ
と
は
原

則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
花
火
等
の
火

気
の
使
用

・
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
ゴ
ル
フ
等

・
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
リ
ー
ド
等

を
つ
け
ず
に
散
歩
さ
せ
る

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
し
ら
こ
ば

と
運
動
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
（
予
約

が
必
要
で
す
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ボ

ー
ル
遊
び
は
、
ほ
か
の
利
用
者
や

近
隣
の
家
に
ボ
ー
ル
が
当
た
る
と

危
険
で
す
。
球
技
専
用
の
公
園
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
間
違
っ
た
遊
具
の
使
用

は
、
大
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
公
園
を

使
え
る
よ
う
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝
９
２

２
５
、
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
管

理
事
務
所
☎
９
７
１
＝
３
２
３
０

　

４
月
１９
日
㈰
、
午
後
１
時
か

ら
、
越
谷
市
民
球
場
で
開
催
す
る

予
定
で
し
た
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ

ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦
「
巨
人
対
千

葉
ロ
ッ
テ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
の
た

め
、
プ
ロ
野
球
公
式
戦
の
開
幕
が

延
期
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
買
い
求
め
い
た
だ
い
て
い
る

前
売
り
券
は
、
お
買
い
求
め
先
で

払
い
戻
し
と
な
り
ま
す
。

b
越
谷
市
民
球
場
☎
９
６
２
＝
８

９
８
９

　

皆
さ
ん
に
消
防
を
よ
り
一

層
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
越
谷
市
消
防
本
部
は

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
と

協
力
し
て
、
消
火
栓
の
ふ
た

の
デ
ザ
イ
ン
を
火
災
予
防
広

報
担
当
の
消
防
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ

ん
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
は
、
東
武
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
越
谷
駅
東
口

の
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷

前
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
た
に
設
置
す
る

消
火
栓
に
は
消
防
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
ふ
た
を

設
置
し
て
い
き
ま
す
。

b
消
防
本
部
警
防
課
☎
９
７

４
＝
０
１
０
４

水路名
末田大用水路
逆 川
須賀川（用水）
八 条 用 水 路
東京葛西用水路
谷古田用水路

葛西用水中土手
1万本のチューリップ　

が見頃です
　４月上旬になると、市役所東側葛西用
水の中土手に、１万本のチューリップが
約４００ｍにわたり咲き誇ります。

B(一社)越谷市観光協会☎971－9002

□
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

a
５
月
１２
日
〜
６
月
３０
日
の
毎
週
火

曜
日
。
午
後
４
時
〜
５
時
（
全
８

回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
親
子
で

マ
ッ
ト
運
動
、
鉄
棒
、
跳
び
箱
等
の

器
械
体
操
な
ど
を
し
ま
す　

f
３
歳

（
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
４
月

１
日
現
在
）
〜
６
歳
（
就
学
前
）
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
４０
組
（
抽
選
）

　

e
４
月
６
日
㈪
〜
１２
日
㈰
に
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
申
し

込
み
。
春
期
教
室
に
参
加
さ
れ
る
方

は
秋
期
教
室
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

＊
電
子
申
請
で
定
員
に
達
し
な
か
っ

た
場
合
、
４
月
１５
日
㈬
、
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

＊
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
臨
時
保

育
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
（
実
費

負
担
あ
り
。
要
申
し
込
み
）

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
身
体
）

a
５
月
９
日
㈯
・
２３
日
㈯
・
６
月
６

日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
全

３
回
）　

d
第
１
体
育
館　

g
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど　

f

市
内
在
住
で
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

１８
歳
以
上
の
方
２０
人

h
無
料

e

４
月
１０
日
㈮
、
午
前
９
時
か
ら
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ　

b
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

４
、
D
９
６
５
＝
５
９
５
４

□
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
ダ
ン
ス
講
座
〜
シ
ー
ズ
ン
２

a
７
月
２５
日
㈯
〜
８
月
２
日
㈰
、
午

後
１
時
〜
４
時
（
全
８
回
）　

d
サ

ン
シ
テ
ィ　

f
小
学
３
年
生
〜
大
学

生
（
社
会
人
学
生
を
除
く
）
の
方
２０

人　

h
３
０
０
０
円　

e
受
付
中
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左

記
へ　

b
サ
ン
シ
テ
ィ
☎
９
８
５
＝

１
１
１
３

□
癒
し
の
月
（
夜
）
ヨ
ー
ガ

　
〜
１
日
の
疲
れ
を
と
り
、
睡
眠
の

質
を
高
め
よ
う
〜

a
６
月
１２
日
〜
７
月
３
日
の
毎
週
金

曜
日
。
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分
（
全

４
回
）　

d
中
央
市
民
会
館
３
階
ホ

ー
ル　

g
ヨ
ー
ガ
を
通
し
て
身
体
の

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
生
活

の
質
の
改
善
を
目
指
す　

f
市
内
在

住
の
勤
労
者
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

４０
人
（
抽
選
）

h
無
料

c
タ
オ

ル
、
室
内
用
運
動
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
貸
し
出
し
あ
り
）　

e
４
月
２４
日

㈮
〜
５
月
６
日
㉁
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
で
申
し
込
み

＊
電
子
申
請
で
定
員
に
達
し
な
か
っ

た
場
合
、
５
月
８
日
㈮
、
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４　

□
越
谷
市
弓
道
場
「
ゼ
ロ
か
ら
は
じ

め
る
弓
道
教
室
」

a
５
月
１９
日
㈫
〜
６
月
１３
日
㈯
の
毎

週
火
曜
・
土
曜
日
。
午
後
６
時
３０
分

〜
８
時
３０
分
（
全
８
回
）　

d
緑
の

森
公
園
越
谷
市
弓
道
場　

f
越
谷

市
・
草
加
市
・
八
潮
市
・
三
郷
市
・

吉
川
市
・
松
伏
町
に
在
住
・
在
勤
で

１８
歳
以
上
の
初
心
者
２５
人　

h
２
０

０
０
円　

e
４
月
１５
日
㈬
〜
５
月
６

日
㉁
（
４
月
２０
日
㈪
・
２７
日
㈪
を
除

く
。
午
前
１０
時
〜
午
後
８
時
）
に
参

加
費
を
添
え
て
直
接
電
話
で
左
記
へ

　

b
緑
の
森
公
園
越
谷
市
弓
道
場
☎

９
６
６
＝
０
９
１
０

□
第
72
回
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
中

止
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
、
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
運
営
委

員
会
で
の
協
議
の
結
果
、
５
月
２２
日

㈮
開
催
予
定
だ
っ
た
大
会
を
中
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
を
予

定
し
て
い
た
皆
さ
ん
に
は
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

３

□
ホ
タ
ル
講
習
会　
〜
ホ
タ
ル
羽
化

装
置
を
作
っ
て
育
て
て
み
よ
う
〜

a
５
月
１６
日
㈯
、
①
午
前
１０
時
〜
１１

時　

②
午
後
１
時
〜
２
時
。
い
ず
れ

も
開
始
１５
分
前
受
け
付
け　

d
旧
東

方
村
中
村
家
住
宅　

g
ホ
タ
ル
の
生

態
と
飼
育
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
ホ

タ
ル
の
羽
化
装
置
を
作
っ
て
持
ち
帰

り
、
自
宅
で
育
て
ま
す
。
講
師
は
越

谷
の
ホ
タ
ル
を
育
て
る
会
の
皆
さ
ん

　

f
各
回
１５
人
程
度
（
抽
選
。
小
学

２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
。
越

谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
連
絡
会
・
市
教
育

委
員
会
共
催　

h
３
０
０
円　

e
４

月
２２
日
㈬
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面
に
参
加
希
望

の
部
（
①
・
②
・
ど
ち
ら
で
も
可
）

を
明
記
の
う
え
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
参
加
者
氏
名
（
お
子
さ
ん
は
年

齢
を
併
記
）
・
電
話
番
号
を
、
返
信

面
に
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

連
絡
会
・
中
村
（
〠
343
＝
０
８
２
８

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
２
の
２１
の
１１
）
へ
。

結
果
は
４
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ご
当
地
ブ
ロ
グ
「
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
散
歩
」
（https:// 

koshigayalaketown.net/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い　

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６

３
＝
９
３
１
５

□
郷
土
歴
史
講
座
「
蒲
生
地
区
の
歴

史
」

a
５
月
１３
日
㈬
・
２０
日
㈬
、
午
後
２

時
〜
４
時　

d
市
立
図
書
館　

g
講

師
は
越
谷
市
郷
土
研
究
会
顧
問
の
加

藤
幸
一
さ
ん　

f
３０
人　

h
無
料　

e
４
月
１５
日
㈬
、
午
前
１０
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ

＊
例
年
実
施
し
て
い
る
現
地
研
修
は

あ
り
ま
せ
ん

b
市
立
図
書
館
☎
９
６
５
＝
２
６
５

５□
英
語
検
定
・
英
検
勉
強
会

い
ず
れ
も
e
４
月
１１
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
１０
時
３０
分
に
費
用
を
添
え
て
直

接
中
央
市
民
会
館
４
階
会
議
室
へ

〈
実
用
英
語
技
能
検
定
試
験
〉　
a

５
月
３１
日
㈰
。
▽
準
２
級
・
４
級…

午
前
９
時
集
合　

▽
５
級…

午
前
１０

時
３０
分
集
合　

▽
２
級…

正
午
集
合

▽
３
級…

午
後
１
時
集
合　

d
中

央
市
民
会
館
４
階
・
５
階
会
議
室　

h
▽
２
級…
５
４
０
０
円　

▽
準
２

級…

４
８
０
０
円　

▽
３
級…

３
４

０
０
円　

▽
４
級…
２
１
０
０
円　

▽
５
級…

２
０
０
０
円

〈
英
検
勉
強
会（
２
級
〜
３
級
）〉

a
５
月
９
日
㈯
・
２３
日
㈯
・
３０
日

㈯
、
午
前
９
時
〜
１０
時
１５
分
（
全
３

回
）　

d
中
央
市
民
会
館
４
階
会
議

室　

h
３
０
０
０
円

b
越
谷
英
検
事
務
局
・
小
林
☎
０
７

０
＝
３
３
９
８
＝
７
７
７
８

□
創
業
に
係
る
初
期
費
用
お
よ
び
オ

フ
ィ
ス
家
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
（
創
業
者
支
援
補
助
金
）

g
事
業
を
営
む
た
め
の
創
業
準
備
金

の
２
分
の
１
以
内
（
女
性
と
４０
歳
未

満
の
方
は
上
限
３０
万
円
、
そ
の
ほ
か

の
方
は
上
限
２０
万
円
）
お
よ
び
貸
室

に
係
る
月
額
賃
料
の
２
分
の
１
以
内

（
１
年
間
。
女
性
と
４０
歳
未
満
の
方

は
月
額
上
限
５
万
円
、
そ
の
ほ
か
の

方
は
月
額
上
限
３
万
円
）
を
助
成　

f
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
３
月

３１
日
㈬
ま
で
に
創
業
し
よ
う
と
す
る

方
（
一
部
業
種
を
除
く
）　

e
５
月

１１
日
㈪
〜
２２
日
㈮
に
、
要
望
書
を
直

接
左
記
へ
（
抽
選
）
。
詳
し
く
は
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
要
望
書

と
募
集
要
項
は
産
業
支
援
課
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
で
き
ま
す

＊
要
望
書
を
提
出
す
る
前
に
産
業
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館
で
の
相

談
が
必
要
で
す

b
産
業
支
援
課
（
産
業
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
３
階
）
☎
９
６
７
＝
４
６
８

０□
女
性
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
座

　

就
活
で
の
面
接
マ
ナ
ー
と
仕
事
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、

就
職
を
成
功
さ
せ
よ
う
！

a
５
月
１３
日
㈬
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

会
議
室　

g
第
一
印
象
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

を
実
践　

f
市
内
在
住
で
就
職
活
動

中
の
女
性
２０
人　

h
無
料　

e
４
月

６
日
㈪
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産

業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の
た
め
の
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

a
５
月
２６
日
㈫
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

会
議
室　

g
企
業
の
採
用
に
精
通
し

た
講
師
が
今
ど
き
の
企
業
の
採
用
事

情
、
中
高
年
齢
者
に
求
め
て
い
る
も

の
、
雇
用
情
勢
、
求
人
票
の
見
方
、

就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
事
例
を
交
え
な
が
ら
伝
え
ま
す　

f
市
内
在
住
で
４０
歳
以
上
の
就
職
活

動
中
の
方
２０
人　

h
無
料　

e
４
月

６
日
㈪
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産

業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
金
曜
講
座
）

聞
い
て
納
得
、
就
活
の
ス
ス
メ
！

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
就
活

の
進
め
方
を
学
び
ま
す
。

a
g
▽
５
月
８
日
㈮…

志
望
動
機
が

書
け
る
！　

求
人
票
の
見
方　

▽
５

月
２２
日
㈮…

短
所
を
長
所
に
変
え

る
！　

自
己
Ｐ
Ｒ
の
作
り
方
。
い
ず

れ
も
午
前
１０
時
〜
正
午　

d
産
業
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議
室　

f

市
内
在
住
で
就
職
活
動
中
の
６５
歳
未

満
の
方
２０
人

h
無
料　

e
４
月
６

日
㈪
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産
業

支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

☎971-9002

消火栓のふたのデザインが
消防ガーヤちゃんになります

０
＝
７
３
４
３
＝
７
７
７
８
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事
業
者
の
方
へ

ラウンジ
タウン情報

～この指とまれ！～
お知らせパック

おいでください

見本

粗大ごみ（1辺50㎝以上）収集は☎973-5300へ
ご　 み　ゼロ　ゼロ

　掲載している情報は、3月27日現
在のものです。新型コロナウイルス
の感染拡大を防ぐため、中止または
延期になる場合があります。
　日程変更等、詳しくは各問い合わ
せ先にお問い合わせください。

□遺言書の書き方と終活を学ぼう
A4月18日㈯、午前9時45分～正午
　D中央市民会館5階第7会議室　
F15人　H無料　EB遺言相続後見
ネット事務局・大越☎946-5152
□第14回乳幼児をもつ親のための
講座わくわく絵本教室

AG▷4月30日㈭…絵本に出会うまで
!!　赤ちゃんとのふれあい　▷5月14
日㈭…子どもの成長にあわせた絵本
の楽しみ方（年少くらい）　▷5月28日
㈭…子どもの成長にあわせた絵本の
楽しみ方（年中・年長）。いずれも午前
10時～正午（午前9時40分から受け
付け）　D文教大学越谷図書館（南荻
島3337）　F25人（20人まで保育あ
り。抽選）　H無料　E4月22日㈬ま
でに申込書をファクスで下記へ。申込

書はあいのみ文庫ホームページ
（https://www.bunkyo.ac.jp/facu
lty/lib/klib/ainomi/ainomi.html）
から印刷できます　B文教大学あい
のみ文庫・塩谷☎977-7818、D974- 
8040
□ボランティア養成講座
A5月7日㈭・6月2日㈫、午前9時～正
午　D越谷西特別支援学校（西新井
850-1）　G障がいの理解・体験学習
　H無料　EB越谷西特別支援学校
☎962-0272
□損なわれた関係を正し修復する
　ＲＪ対話　体験会
A4月26日㈰、午後1時30分～4時
30分　D埼玉県立大学（三野宮820）
　Gお互いを尊重して、損なわれた関
係を修復するための対話（ＲＪ対話）方
法を体験します　F20人　H1,000
円　E4月14日㈫まで（必着）にファク
スまたはメールで、講座名・郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号
を記入し下記へ。応募フォーム
（https://business.form-mailer.jp
/fms/d6382f36115787）からも申
し込みできます　B埼玉県立大学地
域産学連携センター☎973-4114、
D973-4807、Hedec@spu. ac.jp

□開局50周年を迎える越谷相模町
郵便局で越谷市内初の風景印を
作成

　風景印（風景入通信日付印）とは、そ
の土地の風
景や名物が
デザインさ
れた消印で
す。越谷相
模町郵便局
のデザイン
は、大相模不動尊・眞大山大聖寺境内
入口の「山門」と本尊である「不動明
王」を題材に作成しました。4月1日㈬
から使用を開始します。押印は、直接
郵便局窓口で申し出るか、郵送でお申
し込みください。詳しくは下記へ。
EB越谷相模町郵便局（相模町2- 
188-1）☎988-4796

□中国語体験教室
A4月12日㈰・19日㈰、午前10時～
正午　D中央市民会館5階第9会議
室　F30人　H無料　EB日中友好
協会越谷支部・島﨑☎975-4629、
https://www.kiajapan.com/

□
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
た
め
、
既
設
単
独
処
理
浄
化
槽

ま
た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
取
り
替
え
る
方
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉　
市
街
化
調
整
区
域
内

の
専
用
住
宅
に
お
住
ま
い
で
、
１０
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
。
た
だ
し
、
次
の
①
〜
⑧
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
対
象

外
。
①
建
築
確
認
を
伴
う
新
築
、
増

築
時
に
設
置
す
る　

②
す
で
に
設
置

済
み　

③
設
置
の
届
け
出
の
審
査
を

受
け
ず
に
設
置
す
る　

④
指
定
さ
れ

た
期
間
内
に
設
置
で
き
な
い　

⑤
専

用
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
賃
貸
人

の
承
諾
を
得
ら
れ
な
い　

⑥
専
用
住

宅
を
転
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的
で
所

有
し
て
い
る　

⑦
設
置
条
件
を
満
た

さ
な
い
浄
化
槽
を
設
置
す
る　

⑧
市

税
な
ど
滞
納
が
あ
る

〈
申
込
み
〉　
申
請
書
を
直
接
環
境

政
策
課
へ
。
予
算
に
達
し
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

b
環
境
政
策
課（
第
三
庁
舎
４
階
）☎

９
６
３
＝
９
１
８
６

□
住
宅
・
店
舗
の
改
修
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

　

市
内
経
済
の
活
性
化
と
将
来
に

渡
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅
等
の

確
保
を
図
る
た
め
、
一
定
の
目
的
を

持
っ
た
住
宅
・
店
舗
の
改
修
工
事
費

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
開
始
し

ま
す
。
着
工
し
て
い
な
い
工
事
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
申
請
受
け
付
け
期

間
や
必
要
書
類
な
ど
は
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
産
業

支
援
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら

せ
版
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

b
産
業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８

０□
空
き
店
舗
改
装
費
を
助
成
し
ま
す

g
空
き
店
舗
の
外
装
や
内
装
な
ど
の

改
装
に
係
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
女
性
と
申
請
時
４０
歳
未
満
の
方
は

上
限
１
０
０
万
円
、
そ
の
ほ
か
の
方

は
上
限
７５
万
円
）
を
助
成　

f
次
の

①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
市
内
商
店
街
の
空
き
店
舗
（
１
階

部
分
）
に
お
い
て
、
小
売
業
・
飲
食

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
い
ず
れ
か
の
業

種
（
一
部
業
種
を
除
く
）
を
営
も
う

と
し
て
い
る　

②
改
装
工
事
に
着
手

し
て
お
ら
ず
、
か
つ
令
和
２
年
度

（
２
０
２
０
年
度
）
中
に
事
業
を
開

始
す
る
見
込
み
が
あ
る　

③
店
舗
の

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
る　

e

５
月
１１
日
㈪
か
ら
申
込
書
を
直
接
産

業
支
援
課
へ
。
郵
送
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。
予
算
が
無
く
な
り

し
だ
い
終
了
し
ま
す
。
必
要
書
類
と

募
集
要
項
等
は
産
業
支
援
課
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
で
き
ま
す　

b
産
業
支
援
課

（
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
中
小
企
業
者
の
新
た
な
挑
戦
を
応

　
援
し
ま
す
！
　
（
越
谷
市
ビ
ジ
ネ

　
ス
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
補
助
金
）

g
経
営
相
談
を
受
け
な
が
ら
計
画
的

に
実
施
す
る
新
商
品
等
の
開
発
・
販

路
開
拓
、
人
材
育
成
の
新
た
な
事
業

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
。
助

成
金
額
は
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
５０
万
円
）　

f
次
の

①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
中
小

企
業
者
。
①
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る　

②
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
継

続
し
て
営
む　

③
市
内
に
お
け
る
事

業
計
画
を
有
す
る　

e
５
月
１１
日
㈪

〜
２２
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
に
申
請
書
を
直
接
産
業
支
援
課

へ＊
申
請
前
に
産
業
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
二
番
館
へ
の
相
談
が
必
要
で

す
。
交
付
対
象
者
は
書
類
審
査
で

決
定
し
ま
す

b
産
業
支
援
課
（
産
業
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
３
階
）
☎
９
６
７
＝
４
６
８

０□
越
谷
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

g
▽
小
口
資
金
…
限
度
額
２
０
０
０

万
円
、
返
済
期
間
運
転
１０
年
・
設
備

１２
年
、
利
率
年
１
・
８
％　

▽
中
口

資
金
…
限
度
額
５
０
０
０
万
円
、
返

済
期
間
運
転
１０
年
・
設
備
１２
年
、
利

率
年
２
・
１
％　

▽
起
業
家
育
成
資

金
…
限
度
額
２
０
０
０
万
円
、
返
済

期
間
運
転
・
設
備
１０
年
、
利
率
年

１
・
６
％　

f
市
内
中
小
企
業
者
、

起
業
家　

b
産
業
支
援
課
☎
９
６
７

＝
４
６
８
０

暮
ら
し

＊街頭犯罪件数は集計が整いしだい掲載します

応募方法

あなたの就職をホンキでサポート！

若年者等就職支援相談若年者等就職支援相談
〈
日
時
〉　

月
曜
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
、
午
前
９
時

〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

（
受
け
付
け
は
４
時
３０
分
ま

で
）
。
月
曜
〜
水
曜
日
は
要
予

約
相
談
、
毎
週
水
曜
日
は
シ
ニ

ア
相
談
デ
ー
（
シ
ニ
ア
相
談
の

対
象
は
６５
歳
未
満
の
方
）

〈
場
所
〉　
産
業
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
３
階
相
談
室

〈
内
容
〉　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
国
家
資
格
有
資
格

者
）
に
よ
る
就
職
に
関
す
る
助

言
、
指
導
、
情
報
提
供
（
自
己

分
析
等
の
支
援
、
履
歴
書
等
の

作
成
指
導
、
面
接
の
練
習
な

ど
）
。
１
人
６０
分
程
度

〈
対
象
〉　
市
内
在
住
で
次
の

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
。
①
積
極
的
に
就
職
活
動

を
し
て
い
る　

②
就
職
活
動
を

成
功
さ
せ
る
た
め
個
別
指
導
を

希
望
す
る　

③
就
職
活
動
に
悩

み
を
抱
え
て
い
る

b
産
業
支
援
課
（
産
業
雇
用
支

援
セ
ン
タ
ー
３
階
）
☎
９
６
７

＝
４
６
８
０

読者クイズ
　４月１日から一部の保健業務が保健総
務課の業務になります。「小児慢性特定
疾病医療」と「早期不妊検査費・不育症
検査費助成」のほか、あと1つはなんで
しょう。

　４月１４日（火）まで（消印有効）に、はが
きにクイズの答え・郵便番号・住所・氏名
（ふりがな）・年齢を書いて、広報広聴課
「広報こしがや読者クイズ」まで。正解者
の中から１０人（抽選）の方に記念品をお
送りします。当選者の発表
は、記念品の発送をもって
代えさせていただきます。

B広報広聴課
☎９６３－９１１７

クイズ問題1

問題2

問題3

問題4

クイズ問題1

問題2

問題3

問題4？

B市民健康課☎960－1100
（4月1日㈬から）

　令和２年度（２０２０年度）か
ら「保健カレンダー」は「こ
しがや保健ガイド」に名称を
変更しました。
　予防接種や健（検）診を行っ
ている実施医療機関、健康づ
くりのための教室や相談など
の情報を掲載しています。１
年間お手元に置いて、広報こ
しがやお知らせ版と併せてご
活用ください。

令和2年度
こしがや保健ガイド
を発行しました

しんたいさんだいしょうじ

HP
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環
境
に
優
し
い
設
備
を

設
置
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

い
ず
れ
も
e
b
環
境
政
策
課
（
第

三
庁
舎
４
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１

８
３
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
。
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分
）

太
陽
光
発
電
利
用
を
応
援

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
等
の

　

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
温
暖
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

備
お
よ
び
蓄
電
池
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

〈
補
助
対
象
設
備
〉　

交
付
決
定

日
以
降
に
着
工
し
、
新
規
に
設
置

を
す
る
も
の
。
太
陽
光
発
電
設
備

に
お
い
て
は
電
力
会
社
と
の
受
給

契
約
を
結
ぶ
も
の

〈
補
助
金
の
額
〉　

▽
太
陽
光
発

電
設
備
…
最
大
出
力
１
㌔
㍗
当
た

り
２
万
円
。
上
限
は
、
戸
建
て
住

宅
は
８
万
円
（
４
㌔
㍗
）
、
マ
ン

シ
ョ
ン
は
２０
万
円
（
１０
㌔
㍗
）

＊
市
内
に
本
店
を
置
く
市
内
業
者

と
契
約
を
締
結
し
、
領
収
書
の

発
行
を
受
け
る
場
合
の
補
助
の

上
限
は
１０
万
円
（
５
㌔
㍗
）

▽
蓄
電
池
…
１
件
に
つ
き
５
万

〈
対
象
者
〉　

み
ず
か
ら
居
住
す

る
住
宅
に
設
置
す
る
市
内
在
住
の

方
ま
た
は
令
和
２
年
度
（
２
０
２

０
年
度
）
内
に
市
内
に
居
住
予
定

の
方
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律

に
規
定
す
る
管
理
組
合　
　

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に

　

法
令
違
反
が
な
い
こ
と

〈
申
込
み
〉　

▽
前
期
…
５
月
１１

日
㈪
〜
２２
日
㈮　

▽
後
期
…
１０
月

２６
日
㈪
〜
１１
月
６
日
㈮
。
上
記
の

受
け
付
け
期
間
、
工
事
開
始
前

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
環
境
政
策
課
へ
（
郵
送
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

申
請
書
は
環
境
政
策
課
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す

＊
各
期
間
内
に
予
算
を
超
え
る
申

請
が
あ
っ
た
場
合
は
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す

＊
後
期
受
け
付
け
終
了
時
点
で
申

請
数
が
予
算
内
の
場
合
は
以
降

も
受
け
付
け
、
予
算
に
達
し
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す

〇
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
工
事

に
着
工
し
た
場
合
、
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん

・
発
電
設
備
設
置
計
画
の
際
に

は
、
隣
接
地
に
高
層
建
築
物
が

建
て
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
発
電

量
が
低
下
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
積

雪
時
に
お
け
る
落
雪
等
に
よ
る

危
険
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
事

前
に
近
隣
の
状
況
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

・
訪
問
販
売
等
に
よ
る
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
契
約
に
当
た
っ
て
は
ご
自

身
で
情
報
収
集
し
、
納
得
の
で

き
る
契
約
を
し
ま
し
ょ
う

雨
水
利
用
を
応
援

　

雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
費
等
を

　

助
成
し
ま
す

　

雨
水
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と

は
、
地
下
水
の
保
全
や
水
資
源
の

有
効
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。
水

道
水
ほ
ど
の
水
質
を
要
し
な
い
散

水
な
ど
に
日
常
的
に
利
用
す
る
こ

と
で
水
道
料
金
の
節
約
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で

大
量
に
降
っ
た
雨
水
の
市
街
地
へ

の
流
出
抑
制
を
図
り
、
河
川
へ
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
水
害
対

策
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
雨
水
の
有

効
利
用
を
目
的
と
し
、
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

〈
助
成
対
象
施
設
と
金
額
〉　

①

新
た
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る

場
合
…
市
販
の
８０
㍑
以
上
の
雨
水

貯
留
槽
、
工
事
費
用
の
２
分
の
１

以
内
の
額
（
限
度
額
２
万
円
）

②
公
共
下
水
道
の
接
続
に
よ
り
不

用
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留

施
設
に
転
用
す
る
場
合
…
ポ
ン
プ

設
備
を
備
え
た
も
の
、
一
律
３
万

５
０
０
０
円

〈
対
象
者
〉　

越
谷
市
に
住
所
を

有
す
る
世
帯
（
予
定
世
帯
含
む
）

お
よ
び
自
治
会
ま
た
は
事
業
者　

〈
申
込
み
〉　

工
事
（
購
入
）
前

に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
直
接
環
境
政
策
課
へ
。
申
請
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す

＊
予
算
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

 

相
談

エネルギーの
　有効活用を
　　しましょう

 

子
育
て

□
就
学
援
助
申
請
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就

学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

〈
内
容
〉　
学
用
品
費
、
通
学
用
品

費
、
新
入
学
準
備
費
、
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
保
護
者
負
担
金
、
学
校
給
食

費
、
児
童
生
徒
会
費

＊
新
入
学
準
備
費
は
、
小
学
校
就
学

前
（
年
長
時
）
お
よ
び
小
学
６
年

生
時
に
支
給
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
前
年
度
就
学
援
助
未
申
請
者

に
限
り
、
小
学
１
年
生
お
よ
び
中

学
１
年
生
時
に
支
給
し
ま
す

＊
令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）

に
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生

を
対
象
と
し
た
新
入
学
準
備
費
に

つ
い
て
は
、
１０
月
以
降
に
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す

〈
申
込
み
〉　
４
月
１０
日
㈮
〜
３
年

１
月
２９
日
㈮
（
４
月
１２
日
㈰
・
５
月

２４
日
㈰
の
み
日
曜
日
も
受
け
付
け
）

に
、
保
護
者
が
直
接
ご
申
請
く
だ
さ

い
。
会
場
は
、
５
月
２９
日
㈮
ま
で
は

第
二
庁
舎
５
階
会
議
室
Ｃ
、
６
月
１

日
㈪
以
降
は
学
務
課
で
す
。
お
子
さ

ん
の
在
籍
校
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
５
月
２９
日
ま
で
に
申
請
し
認

定
さ
れ
た
場
合
、
４
月
分
か
ら
対
象

で
す
。
６
月
以
降
に
申
請
し
認
定
さ

れ
た
場
合
、
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら

対
象
で
す
。
前
年
度
認
定
さ
れ
た
方

も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

b
学
務
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９

６
３
＝
９
２
８
１

□
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
申
請

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　

特
別
支
援
学
級
等
へ
就
学
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担

軽
減
と
特
別
支
援
教
育
の
普
及
・
奨

励
の
た
め
、
就
学
費
用
を
援
助
し
ま

す
。

〈
内
容
〉　
学
用
品
費
、
通
学
用
品

費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、

校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
学
校

給
食
費
、
通
学
費
、
職
場
実
習
交
通

費
、
交
流
学
習
交
通
費
。
通
級
指
導

教
室
に
入
級
さ
れ
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
は
、
通
学
費
の
み
対
象
で
す

〈
申
込
み
〉　
４
月
１０
日
㈮
〜
５
月

２９
日
㈮
に
、
保
護
者
が
お
子
さ
ん
の

在
籍
す
る
市
内
各
小
・
中
学
校
に
直

接
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
中
途
転
入
の

方
は
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。
な

お
、
申
請
の
際
は
就
学
援
助
費
の
申

請
も
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
認

定
基
準
、
援
助
内
容
が
異
な
り
ま

す
）
。
就
学
援
助
費
の
対
象
者
と
認

定
さ
れ
た
場
合
は
、
就
学
援
助
費
を

優
先
し
ま
す
。
前
年
度
認
定
さ
れ
た

方
も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ

b
学
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

□
敷
金
（
賃
貸
住
宅
）
ト
ラ
ブ
ル

　

１
１
０
番

　

☎
０
４
８
＝
８
３
８
＝
１
８
８
９

　

（
当
日
の
み
）

a
４
月
２５
日
㈯
・
２６
日
㈰
、
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時　

g
賃
貸
住
宅
を
退

去
す
る
際
の
敷
金
問
題
に
関
す
る
電

話
相
談
。
埼
玉
弁
護
士
会
、
埼
玉
司

法
書
士
会
共
催　

h
無
料　

b
埼
玉

司
法
書
士
会
☎
０
４
８
＝
８
６
３
＝

７
８
６
１

手話

ちょこっと

★雨

★雪

（第22回）

日常会話で使う
手話をちょこっ
と紹介します。
皆さんも一緒に
手話でお話しし
てみませんか？

B障害福祉課☎963－9164

B市民健康課☎960－1100
（4月1日㈬から）

右の二次元コードから
YouTubeでもご覧になれます。

②雪

①雨
両手の指を広げて下に向け、
顔の前で下へ２回下ろす。

歯を見せるように口を
開き、右手の指先を歯
を指さしながら左に振
る。

両手それぞれで親指と人
差し指の輪をつくり、顔の
高さからひらひらと手首
を回転させながら下ろ
す。

→

　望まない受動喫煙の防止を図るた
め、飲食店や事業所など、多数の方が
利用する施設等の類型ごとに喫煙の規
制を定めた「健康増進法の一部を改正
する法律」が４月１日（水）から全面施
行されます。
　屋内に喫煙場所を設置している施設
には、施設の出入り口と喫煙場所の出
入り口に、喫煙場所があることを知ら
せる標識が掲示されます。また、２０
歳未満の方の喫煙場所への立ち入り禁
止や、喫煙をする場合には、望まない
受動喫煙を防止するよう周囲の状況に
配慮する義務が定められています。
詳しくは、市または厚生労働省ホーム
ページ（https://jyudokitsuen.mhlw.go.
jp）をご覧ください。

４月１日（水）から
健康増進法が全面施行
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対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特
に

記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問
い
合

わ
せ
は
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
、
費
用
は
無
料
。
◎
は
事
前

に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
（
電
話
可
。
申
し
込
み

順
）
。
電
話
番
号
の
お
か
け
ま
ち
が

い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

コ
バ
ト
ン
は
、
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象

事
業
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
市
が
主
催
お
よ
び
共
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
ま
た
は
延
期
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
ま
た
は
延
期

な
ど
の
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

知

お
知
ら
せ

健

健（
検
）診
・

相
談

●
保
健
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た

　

新
し
い
保
健
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
４
月
１
日
か
ら
移
転
し
ま
し

た
。
移
転
先
の
所
在
地
、
電
話
番
号

等
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

●
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー

　

ジ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
歩
数
送
信

　

機
）
設
置
場
所
の
移
転
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
の

移
転
に
伴
い
、
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

（
東
大
沢
）
内
に
設
置
し
て
い
た
埼

玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
歩
数
送
信
機
）
は
新

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
移
動
し
ま
し

た
。

●
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー

　

ジ
の
新
規
参
加
者
募
集
中
！

g
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
専
用
の

歩
数
計
で
「
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
」
に
参
加
す
る
と
、
県

と
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
り
ま
す
（
す
で
に
参
加
中
の
方
は

そ
の
ま
ま
継
続
で
き
ま
す
）　

f
市

内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
方　

h
歩
数

計
で
参
加
す
る
場
合
は
送
料
６
１
０

円　

e
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
務
局
で
受
付
中
。
左
記
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

●
あ
な
た
も
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て

　

活
躍
し
ま
せ
ん
か
？ 

〜
越
谷
市

食
生
活
改
善
推
進
員
〜

　

食
生
活
は
健
康
づ
く
り
の
基
本
で

す
。
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
や
食
育
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

〈
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
〉　

地

域
の
方
と
と
も
に
、
食
生
活
を
通
じ

て
元
気
で
活
力
あ
る
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
全
国
に
協
議
会
組
織
を
持

ち
、
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」
の
愛
称
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
主
に
水

曜
日
で
す
。
「
私
た
ち
の
健
康
は
私

た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

会
員
同
士
の
研
修
や
学
習
会
で
得
た

知
識
や
技
術
を
、
料
理
教
室
な
ど
を

通
じ
て
地
域
の
方
へ
伝
え
て
い
ま

す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
る
に

は
、
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
入
会
後
は
会
員
同
士
の

研
修
の
ほ
か
、
養
成
講
座
で
あ
る

「
市
民
健
康
教
室
」
で
基
礎
知
識
を

学
習
し
ま
す
の
で
、
資
格
等
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
市
民
健
康

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
在
宅
訪
問
歯
科
保
健
事
業

g
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
科
健
診
・
相
談
、歯
や
口
の
中
を
清

潔
に
保
つ
方
法
等
の
指
導（
自
宅
に

訪
問
し
ま
す
。治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）

　

f
身
体
が
不
自
由
で
歯
科
医
院
へ

行
く
こ
と
が
難
し
い
方　

h
無
料　

e
市
民
健
康
課
ま
た
は
、こ
し
が
や

保
健
ガ
イ
ド
の
歯
科
健
診
等
実
施
医

療
機
関
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
歯

科
医
療
機
関
へ
事
前
に
申
し
込
み

●
４
月
の
健
診
・
相
談
を
中
止
し
ま

　

す

　

４
月
の
「
歯
科
健
診
・
相
談
」

「
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
も
相
談
」
「
食

生
活
な
ん
で
も
相
談
」
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
中

止
し
ま
す
。　
　
　

　

リ
ハ
ビ
リ
や
食
生
活
の
相
談
は
、

電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　

　

市民健康課
（保健センター）

む
ら　

た　
　
　
　

け
ん　

じ

所在地
開所時間

アクセス

駐車場

東越谷十丁目３１番地（越谷市保健所南側） 
午前８時３０分～午後５時１５分 

■東武スカイツリーライン越谷駅
　東口より朝日バス「市立病院行き」、「市立病院経由
総合公園・増林地区センター・いきいき館行き」、「市立
病院経由吉川駅北口・レイクタウン駅行き」越谷市立
病院下車
＊JR武蔵野線・南越谷駅、越谷レイクタウン駅からもバスが運行して
　います。乗り場など詳しくは、市ホームページの「駅前広場の路線バ
　ス乗り場・タクシー乗り場のご案内」をご覧ください 

７２台（車いす使用者用３台、思いやり３台含む） 

市民健康課（保健センター１階）
　　 子育て世代包括支援センター
　　　（保健センター1階）

地域医療課（保健センター２階）  

☎９６０－１１００、D９６７－５１１８

☎９６１－８０４０、D９６７－５１１８

☎９７２－４７７７、D９７２－６２４４

健
康
情
報
コ
ラ
ム

埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部

理
学
療
法
学
科

肩
の
痛
み
の
対
処
法
に
つ
い
て
の
誤
解

村
田
　
健
児

　

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
五
十

肩
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
五
十
肩
は
、
「
肩
を
回
し
て

動
か
し
て
お
け
ば
自
然
に
治
る
」

と
ほ
ぼ
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

こ
こ
に
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
落
と

し
穴
が
あ
り
ま
す
。

　

肩
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
関

節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
１

つ
目
は
、
皆
さ
ん
の
ご
想
像
の
と

お
り
丸
い
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
肩
甲
上
腕
関
節
と
い
う

部
位
、
２
つ
目
は
肩
甲
骨
が
背
中

側
の
ろ
っ
骨
の
上
を
滑
る
よ
う
に

動
く
、
す
な
わ
ち
肩
甲
骨
の
動
き

を
と
ら
え
る
肩
甲
胸
郭
関
節
と
い

う
部
位
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

ら
を
総
称
し
て
「
肩
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
多
い
で
す
。

　

実
は
、
「
肩
」
を
挙
げ
る
動
作

で
は
、
肩
甲
上
腕
関
節
と
肩
甲
骨

が
約
２
対
１
の
割
合
で
動
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
可
動
性
の
大
き
い

肩
甲
上
腕
関
節
と
肩
甲
胸
郭
関
節

が
連
動
し
て
自
然
に
「
肩
」
を
挙

げ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

五
十
肩
の
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス

は
、
肩
を
動
か
す
動
作
で
肩
甲
上

腕
関
節
に
関
す
る
組
織
の
痛
み
を

生
じ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「
肩
を
動
か
せ
」
「
肩
を
回

せ
」
に
よ
り
肩
甲
上
腕
関
節
だ
け

を
頑
張
っ
て
動
か
し
て
し
ま
い
、

結
果
、
肩
の
炎
症
を
持
続
さ
せ

徐
々
に
動
か
せ
な
く
な
る
と
い
う

負
の
連
鎖
を
招
い
て
い
る
人
も
多

く
い
ま
す
。
「
肩
を
動
か
せ
」

「
肩
を
回
せ
」
と
い
う
言
葉
に
は

「
肩
甲
骨
を
動
か
せ
」
と
い
う
、

実
は
大
変
重
要
な
意
味
が
隠
れ
て

い
ま
す
。

　

二
足
で
生
活
す
る
私
た
ち
人
間

に
と
っ
て
「
肩
」
は
重
要
な
生
活

の
手
段
と
な
り
ま
す
。
「
少
し
く

ら
い
だ
か
ら
大
丈
夫
、
動
か
し
て

お
け
ば
治
る
よ
」
と
い
う
誤
っ
た

対
処
法
に
よ
り
、
か
え
っ
て
生
活

を
不
自
由
に
し
て
し
ま
う
可
能
性

も
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
肩
の

痛
み
を
生
じ
た
ら
、
理
学
療
法
士

が
い
る
医
療
機
関
を
訪
ね
て
み
て

く
だ
さ
い
。
適
切
な
処
置
を
す
れ

ば
す
ぐ
に
改
善
で
き
る
こ
と
も
多

く
あ
り
、
自
分
自
身
の
身
体
の
特

徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
き
っ
か

け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

探す相談する

夜間急患診療所

【休診日】なし（年中無休）
【診療科目】内科・小児科（内科的疾患）
【受付】午後7時30分～午後10時30分
【診療】午後8時～午後11時
【住所】東越谷10-31
【電話】048-960-1000
＊薬の処方は、原則1日分となります。翌日
は、かかりつけ医を受診してください
＊受診の際は、事前に電話のうえ、健康保
険証等をお持ちください

＜急病に関する相談・緊急に受診できる医
療機関の案内＞
●埼玉県救急電話相談
　＃7119または☎048-824-4199
　24時間365日実施。急な病気やけがに関
して、看護師の相談員が受診すべきかど
うかなどをアドバイスします。また、緊急に受
診できる医療機関（歯科・口腔外科・精
神科を除く）もご案内します。

＜緊急的な精神医療相談＞
●埼玉県精神科救急情報センター
　☎048-723-8699
　休日や夜間の緊急的な精神医療相談。
月曜～金曜日は午後5時～翌朝8時30
分、土曜･日曜日、祝日、年末年始は午前
8時30分～翌朝8時30分

越谷市薬剤師会
薬の相談日（要予約）

4/21（火）・
5/12（火）

午後1時～3時、越谷市薬剤師会
事務局（東越谷10-31保健センタ
ー3階）☎960ー4100
＊相談日の1週間前までに電話でご予約
　ください

もしものときは！
　急患診療所などの救急医療は、急患（急
性の病気）の診療が対象です。また、医療費
が通常と異なる場合があります。
　日曜日や祝日に診療を行っている医療機
関は、市ホームページや、公共施設にて配布
している『越谷市の休日診療・救急医療のご
案内』をご覧ください。

　診療時間は医療機関や診療内容によっ
て異なります。下記のほか、ゴールデンウィー
クに診療を行っている医療機関は4月下旬
頃市ホームページに掲載します。事前に各医
療機関に電話連絡のうえ、受診してください。
4月29日（祝）
▷一番ヶ瀬医院　☎976-8111
　平方1973-1／小
▷桃木診療所　☎965-2040
　越ヶ谷本町6-6／小
▶河野歯科医院　☎962-2355
　越ヶ谷本町1-30／歯・小歯・矯歯
5月4日（祝）
▷軍司整形外科　☎986-2408
　南越谷4-23-8／整・外・リハ
▷山口醫院　☎962-7201
　中町5-1／内・呼・アレ
▶かげやま歯科クリニック　☎978-8241
　千間台東1-19-23／歯・小歯・矯歯
5月5日（祝）
▷境医院　☎974-0552
下間久里886-66／内・小・外・整・皮
▷越谷泌尿器科・内科　☎961-7701
　相模町3-217-1／内
▶竹村歯科　☎966-4633
　花田3-6-7／歯・小歯
5月6日（休）
▷工藤脳神経外科クリニック　☎966-2500
　花田2-33-19／脳
▷松尾医院　☎977-5963
　恩間283／内・小・皮
▶鈴木歯科医院　☎974-2661
　大里288-3／歯・小歯・矯歯

休日当番医

960-
1100

〠343-0023
東越谷10-31

★保健センター
市役所前中央通り

越谷市保健所
市
立
病
院

越
谷

警
察
署

表１　保健センター概要  

電話・ファクス番号  

（4月1日㈬から）



広報こしがやお知らせ版　令和2年（2020年）4月号13

特に記載がない場合の会場・問い合わせ先は保健センター☎960-1100です。◎は事前に保健センターへの申し込みが必要です（電話可。申し込み順）。

講

講
座
・
教
室

年齢 対象生年月日

昭和30年 4月 2日～31年 4月 1日

昭和25年 4月 2日～26年 4月 1日

昭和20年 4月 2日～21年 4月 1日

昭和15年 4月 2日～16年 4月 1日

昭和10年 4月 2日～11年 4月 1日

昭和  5年 4月 2日～ 6年 4月 1日

大正14年 4月 2日～15年 4月 1日

大正  9年 4月 2日～ 10年 4月 1日

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

て
い
し
ん
し
ゅ
う
せ
い

●
令
和
２
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

　

防
接
種

　

平
成
３１
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月

に
予
防
接
種
法
の
改
正
が
あ
り
、
引

き
続
き
７０
歳
以
上
で
も
対
象
と
な
る

方
に
接
種
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

a
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
（
２
０
２

１
年
）
３
月
３１
日　

d
市
内
実
施
医

療
機
関　

f
市
内
在
住
で
、
次
の
①

ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

２３
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ニ
ュ
ー

モ
バ
ッ
ク
ス
）
を
初
め
て
接
種
す
る

方
。
①
４
月
１
日
〜
３
年
３
月
３１
日

に
６５
・
７０
・
７５
・
８０
・
８５
・
９０
・

９５
・
１
０
０
歳
に
な
る
（
表
２
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
）　

②
接
種
日
に
６０

歳
以
上
６５
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
持
っ
て
い
る
、
ま
た

は
同
等
の
障
が
い
が
あ
り
医
師
の
診

断
書
が
あ
る　

h
３
０
０
０
円
（
費

用
が
無
料
に
な
る
方
が
い
ま
す
。
詳

し
く
は
市
民
健
康
課
へ
）　

e
市
内

実
施
医
療
機
関
へ
必
ず
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い

＊
接
種
す
る
際
は
受
診
券
が
必
要
で

す
。
今
年
度
６５
歳
に
な
る
対
象

者
に
は
、
４
月
上
旬
に
受
診
券

を
送
付
し
ま
す
。
受
診
券
が
な

い
場
合
は
、
事
前
に
市
民
健
康

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

＊
過
去
に
１
回
で
も
２３
価
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク

ス
）
を
接
種
さ
れ
た
方
は
対
象

外
で
す
（
全
額
自
費
で
接
種
し

た
方
も
含
む
）

＊
予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
の
も
の

を
ご
使
用
く
だ
さ
い

＊
市
外
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

●
コ
バ
ト
ン
健
康
体
操
教
室

a
d
表
3
の
と
お
り
。
初
回
の
み
２

時
間
。
初
回
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ

い　

g
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
講

話
、
健
康
体
操
、
ハ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
体

操　

f
市
内
在
住
で
運
動
制
限
が
な

く
、
初
回
を
含
め
毎
回
出
席
で
き
る

お
お
む
ね
４０
歳
以
上
の
方　

c
水
分

補
給
用
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
室
内

用
運
動
靴
（
総
合
体
育
館
の
み
）　

e
表
3
の
申
し
込
み
期
間
中
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
ま
た

は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
（
電

子
申
請
か
ら
の
申
し
込
み
で
定
員
に

達
し
た
場
合
は
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
出
来
ま
せ
ん
）
。
複
数
会
場
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
に
よ
っ
て
は
参
加
を
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

b
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

４□
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
（
５
月
〜

　

８
月
開
催
分
）
を
中
止
し
ま
す

　

５
月
〜
８
月
に
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
９
月
か
ら
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
大
袋
北
交
流
館
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
８
月
号
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

b
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
９
６
３

＝
９
１
６
３

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ

１
階
☎
９
８
７
＝
３
７
３
７
）
で
献

血
が
で
き
ま
す
。
全
血
献
血
は
午
前

９
時
４５
分
〜
午
後
５
時
３０
分
、
成
分

献
血
は
午
前
９
時
４５
分
〜
午
後
４
時

３０
分
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
献
血
で
き

る
場
所
は
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

b
保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

０

令和２年度　骨粗しょう症検診　日程表

a
d
下
表
の
と
お
り　

g
か
か
と
の

骨
の
超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定　

f
２０
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
１３
年
３

月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）　

c

タ
オ
ル
・
保
険
証　

h
１
０
０
０

円
。
た
だ
し
、
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
無
料
で
す
。

①
７０
歳
以
上
の
方
（
昭
和
２６
年
３
月

３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
、
②
６５

歳
以
上
７０
歳
未
満
で
障
害
認
定
を
受

け
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
を
お
持
ち
の
方
、
③
生
活
保
護
世

帯
に
属
す
る
方
、
④
中
国
残
留
邦
人

支
援
給
付
制
度
適
用
の
方
、
⑤
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
（
同
一

世
帯
全
員
が
非
課
税
）
。
⑤
の
方
は

事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
市
民
健
康
課
へ　

e
４
月
９
日

㈭
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
で
受
け
付
け
ま
す
。
左
記
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。
申
し
込
み
は
１

人
１
回
ま
で
。
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り

予

予
防
接
種

581
　

　ささぐり　　 し　ろう

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
て

　

人
間
っ
て
長
生
き
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
明
治
、
大
正
時
代

の
日
本
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
な

ん
と
４３
歳
、
戦
後
、
１
９
５
１
年

に
６０
歳
、
１
９
７
１
年
に
７０
歳
、

２
０
１
３
年
に
８０
歳
と
急
速
に
寿

命
は
延
び
て
い
ま
す
。
あ
る
研
究

で
は
、
２
０
０
７
年
に
日
本
で
生

ま
れ
た
子
供
の
半
数
が
１
０
７
歳

よ
り
長
く
生
き
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
さ
て
、
そ
ん
な
時
代
を
迎

え
て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
時
間

を
過
ご
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
ん
な
計
算
も
あ
り
ま
す
。

平
均
寿
命
が
６５
歳
の
時
、
定
年
は

５０
歳
、
平
均
寿
命
が
８０
歳
に
な
る

と
定
年
は
６５
歳
、
定
年
後
の
１５
年

は
自
由
に
生
き
な
さ
い
と
い
う
こ

と
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
は
１
０

０
歳
が
平
均
寿
命
と
な
る
と
８５
歳

ま
で
働
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

労
働
人
口
が
減
っ
て
来
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
８５
歳
定
年
も
現
実

味
を
帯
び
て
き
ま
す
。

　

時
折
、
８０
歳
を
過
ぎ
て
も
、
と

て
も
お
元
気
な
方
を
外
来
で
お
見

受
け
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
病
院

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
ど

こ
か
気
に
な
る
こ
と
が
お
あ
り
な

の
で
し
ょ
う
け
ど
、
い
ま
だ
仕
事

を
し
て
お
ら
れ
た
り
最
近
ま
で
現

役
で
あ
っ
た
方
が
多
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
働
く
た
め
に
体
に
気

を
使
う
の
か
、
体
調
を
維
持
し
て

い
る
か
ら
働
け
る
の
か
、
い
ず
れ

に
し
て
も
長
年
使
っ
て
き
た
体
の

部
品
は
消
耗
し
て
い
る
の
で
手
入

れ
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
こ
と
に
関
心
が
お
あ
り
の
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景
に
最

近
の
医
療
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
低
侵
襲
性
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
外
科
で
言
え
ば
、
今
ま
で
は

大
き
く
切
っ
て
い
た
手
術
を
、
今

は
高
齢
の
方
で
も
諦
め
ず
に
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
だ

け
小
さ
な
傷
で
、
あ
る
い
は
切
ら

ず
に
治
す
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が

お
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
科

に
限
ら
ず
ど
の
診
療
科
で
も
目
指

し
て
い
る
こ
と
で
、
医
療
技
術
は

日
進
月
歩
、
医
者
も
そ
の
流
れ
に

つ
い
て
行
く
の
が
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
循
環
器
専
門
病
院
で
、

命
を
支
え
る
心
臓
、
血
管
の
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
何
十
年
も
止

ま
る
こ
と
な
く
打
ち
続
け
る
心

臓
、
そ
こ
か
ら
血
液
を
運
ぶ
血
管

は
、
当
然
、
年
と
と
も
に
傷
ん
で

き
ま
す
。
大
切
な
の
は
重
大
な
事

態
を
迎
え
る
前
に
そ
の
こ
と
を
未

然
に
防
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
に
関
心
を
抱
く
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
残
さ

れ
た
時
間
を
楽
し
く
元
気
に
過
ご

す
コ
ツ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

越谷市医師会
埼玉東部循環器病院
☎９６０―７１００
笹栗　志朗

日時 会場・人数 申し込み期間

総合
体育館
／70人

桜井地区
センター
／45人

〈電子申請〉
4/6(月)
～ 4/12(日)

〈電話〉
4/15(水)
～ 4/22(水)

5/12～6/23の毎週
火曜日（5/26、6/2
を除く）、9:15～10:45

5/18～7/13の毎週
月曜日（6/8を除く）、
13:30～15:00

表3　健康体操教室日程表

会場・定員

6/12(金)午前、
6/13(土)午前、
6/15(月)午前、
7/9(木)、7/10(金)、
7/12(日)午前

6/18（木）、6/19（金）

7/1(水)、7/2(木)、
7/3(金)

7/15(水)、7/16(木)、
7/17(金)

7/21（火）、7/22（水）

8/4(火)、8/5(水)、
8/6(木)

7/9、7/10は9:00～11:30、
13:00～15:30
その他の日は9:00～11:30

いずれも
 9:30～11:30
13:00～15:30

9:00～11:30
13:00～15:30

保健センター
（7/9、7/10は108
人、その他は60人）

南越谷地区センター
（各日92人）

桜井地区センター
（各日92人）

蒲生地区センター
（各日92人）

北部市民会館
（各日92人）

中央市民会館
（各日108人）

実施日 受付時間

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

実
施
し
ま
す

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

実
施
し
ま
す

令和
２年度

モ　
　

リ

表2　高齢者肺炎球菌予防接種　対象者一覧



地域子育て支援センター

日程 講座名（内容） 対象
親子でふれあい遊び「かわいいおうたで
タッチケア♪」～子育て相談～

〈申込み〉　5/8（金）から電話で森のひろばへ（13：00～15：30）

5/25（月）
　10：00～11：00

☆森のひろば（新越谷1-31-18　認定こども園わかばの森ナーサリー内）　☎993－4154

3カ月～5カ月のお子さん
と保護者10組

日程 講座名（内容） 対象
みんなでつくりたい　おへそのひろば～ベビー
マッサージや製作を親子で一緒に楽しみません
か？～

〈申込み〉　5/7（木）から電話でおへその広場へ(9:00～16:30)

5/21（木）
　10：00～11：00

☆おへその広場（相模町3-220-1　の～びるこどもの家保育園内）　☎988－8180

0歳のお子さんと
保護者12組

日程 講座名（内容） 対象

さくらレストラン
（保育園の給食を体験しましょう）

〈申込み〉　5/11（月）から電話でげんきへ（13：00～17：00）

5/28（木）
　11:00～12:00

☆げんき（レイクタウン8-3-5　越谷レイクタウンさくら保育園内）　☎988－0863

離乳食が完了したお子さん
～就学前のお子さんと
保護者5組

日程 講座名（内容） 対象

「じゃんぴんぐう　1歳」すべり台や太鼓橋等
の遊具で遊び楽しみましょう

〈申込み〉　5/8（金）から電話ですくすくへ（13：00～16：30）

5/27（水）
　10:00～11:00

☆すくすく（七左町1-347　南越谷保育園内）　☎990－5003

1歳のお子さんと
保護者20組

日程 講座名（内容） 対象

英語で遊ぼう

〈申込み〉　5/7（木）から電話でこあら教室へ（10：00～16：00）

5/21（木）
　13：15～14：15

☆こあら教室（大間野町5-147-1　認定こども園小牧内）　☎985－4890

1歳6カ月のお子さん
と保護者10組

日程 講座名（内容） 対象
出前保育in大袋地区センター
（ふれあい遊び＆おたのしみシアター）

〈申込み〉　当日会場へ。月曜～土曜日の9：00～16：00に園庭開放、毎週木曜日の11：30～12：30
のランチタイムに室内開放しています

5/27（水）
　10：00～11：30

☆たんぽぽ（袋山1956-1　袋山保育園内）　☎979－0520

0歳～就学前のお子さん
と保護者

子育てサロン
□子育てサロン ☎961－3623
会場…子育てサロン（南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）　　時間…10：30～11：30

保育ステーション

日程 講座名（内容） 対象

〈申込み〉　5/8（金）から電話で北越谷保育ステーションへ（10:30～16:00）

◯北越谷保育ステーション（大沢3-6-1パルテきたこし3階） ☎970－8200

ハンドメイドの会「リースを作ろう」5/26（火）
　10:00～11:00

大人10人
＊お子さんの有料保育あり

日程 講座名（内容） 対象

〈申込み〉　5/7（木）から電話で南越谷保育ステーションへ（8:30～16:30）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11イーストサンビル2  5階） ☎987－6300

♪みんなのあそび場！　「小麦粉粘
土で遊ぼう」～リズム遊びやパネル
シアターもあります～

5/19（火）
　14：15～15：00

0歳～就学前のお子さんと
保護者15組

日程 講座名（内容） 対象
◯レイクタウン保育ステーション(レイクタウン4-4) ☎940－6883

「園庭開放」保育園の園庭で遊具や
砂場遊びを楽しみましょう

5/14（木）
　10:00～11:00 0歳～就学前のお子さんと

保護者10組5/29（金）
　10:00～11:00
〈申込み〉　5/7（木）から電話でレイクタウン保育ステーションへ（10:00～16:00）

日程 講座名（内容） 対象

〈申込み〉　5/11（月）から電話できらきらへ（13：00～15：00）

☆きらきら（谷中町2-88-4　松沢保育園内）　☎080－1058－3953

子育て講座「赤ちゃんとの生活Q＆A」
5/21（木）
　9：50～10：50

0歳のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象

〈申込み〉　5/15（金）から電話であおいとりへ（13:00～16:30）

5/21（木）
　10:00～11:00

5/28（木）
　10:00～11:00

☆あおいとり（川柳町1-582-1　埼玉東萌保育園内）　☎973－7463

制作「ニコニコあおむし　こんにちは」

0歳～1歳6カ月のお子さんと
保護者10組

1歳～1歳7カ月のお子さんと
保護者10組

費用や持ち物については各施設にお問い合わせください。下記以外の子育て講座の
情報は「こしがや子育てネット」（http://koshigaya-kosodate.net/）をご覧ください。

日程 講座名（内容） 対象

〈申込み〉　5/7（木）から電話でのびるば広場へ　8：30～16：30

5/26（火）
10：00～11：30

☆のびるば広場（南越谷1-12-11イーストサンビル２－５階Ａ　南越谷保育ステーション隣）　☎987－7088

大人15人
＊0歳は同席できます
＊1歳以上のお子さんの有料保育あり

♪子育てハンドメイド　～フエルトで作る花
のアクセサリー～

　いずれも電話での申し込みは申し込み順です。下記のほか、おひさまの子（東越谷
8-41-1）、にこにこ（北川崎729-1）、ぽかぽか（南荻島330-1）でも子育て講座を開催して
います。詳しくは｢こしがや子育てネット｣をご覧ください。子育て電話相談は各地域子育て
支援センターへ。

広報こしがやお知らせ版　令和2年（2020年）4月号 14

日程 講座名（内容） 対象

パラバルーンで遊ぼう

〈申込み〉　5/7（木）から電話でたけのこへ（13：30～15：30）

5/28（木）
　10：00～11：00

☆たけのこ（大竹815-1　おおたけ保育園内）　☎977－5311

1歳～就学前のお子さんと
保護者20組

□つどいの広場はぐはぐ ☎080－2055－2092
〈ホームページ http://hug-hug-koshigaya.jimdo.com〉
会場…①～③つどいの広場はぐはぐ（花田5-17-7）、 ④・⑤花田５丁目自治会館２F（花田5-10-23）、⑥～⑧宮本町
　　　二丁目第一自治会館（宮本町2-150-3）
時間…①・②・⑧10：30～11：30、③10：00～12：00、④・⑥10：10～10：55、⑤・⑦11：10～11：50

〈申込み〉　4/10（金）までに、メールで講座名・実施日・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・住所・電
話番号、件名に「講座名」を記入し、申し込み専用アドレスk-kouza@koshigaya-syakyo.comへ。応募は1
人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります。参加可否を必ず返信しますので、月末
までに返信のない方は、電話でご確認ください

日程 講座名（内容） 対象

5/7（木）

5/14（木）

5/21（木）

5/23（土）

5/28（木）

6カ月以上1歳未満のお子さんと
保護者10組

3カ月～6カ月のお子さんと
保護者10組

1歳のお子さんと保護者10組

就学前のお子さんと保護者10組

6カ月以上1歳未満のお子さんと
保護者10組

赤ちゃんとあそぼう（わらべうた遊び、簡単工作、お
はなし等）

ベビーのためのエクササイズとマッサージ（スキン
シップ遊び、赤ちゃんの発達に関するおはなし等）

親子遊び・からだ遊び（親子体操、わらべうた、リズ
ム遊び、おはなし、簡単工作等）

保育園の先生のわくわくひろば（親子のふれあい
遊び、制作等）
赤ちゃんと英語であそぼう（英語の歌とダンス、英
語の絵本、手遊び、ママの子育てトーク等）

〈申込み〉　4/14（火）まで（消印有効）に、はぐはぐホームページから申し込みフォームで、または往復は
がきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広
場はぐはぐ（〠343-0015花田5-17-7）へ。往復はがき1枚につき1講座の申し込み。市内在住の方。応募
多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象
ベビーサロン

産後ママのための骨盤ケア

なかまほいく越谷
（全10回の預けあいサークル）

キッズリトミック

ベビーリトミック

出張ひろばのキッズリトミック

出張ひろばのベビーリトミック

乳幼児おはなし会とわらべうた
出張ひろばのさくらんぼ

3カ月～10カ月のお子さんと保護者10組

就園前のお子さんと保護者10組

就園前のお子さんと保護者14組

歩いている就園前のお子さんと保護者10組

歩きはじめまでのお子さんと保護者10組

歩いている就園前のお子さんと保護者10組

歩きはじめまでのお子さんと保護者10組

就園前のお子さんと保護者10組

①5/1（金）

②5/8（金）

③5/15～7/17
毎週金曜日
または木曜日

④5/12（火）

⑤5/12（火）

⑥5/25（月）

⑦5/25（月）

⑧5/27（水）

□みんなのひろばフェリーチェ ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）
会場…①・③みんなのひろばフェリーチェ（東大沢2-5-1コープみらいコープ北越谷店コープルーム2階）、
 　　　②男女共同参画支援センター「ほっと越谷」（パルテきたこし3階）　時間…10：30～11：30

〈申込み〉　4/15（水）までに、電話（フェリーチェ☎080-2244-9805（火曜・木曜・土曜日、10：00～16：
00））、またはメールに講座名・親子の氏名・お子さんの年齢・住所・電話番号、件名に「フェリーチェ講座
申込み」と記入し、申し込み専用アドレスfelice@koko-chao.comへ。各講座に重複して申し込みできま
す。市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容）

①5/12（火）

②5/22（金）

③5/26（火）

5月生まれのお誕生会（手形・写真・お話し会等）

助産師さんに聞こう「母乳育児のポイントと卒乳について」

ふぇりCafé「おやつを食べながら友達づくり」

5月生まれのお子さん（就学前）と
保護者10組
授乳中のお子さんと保護者10組

1歳以上のお子さんと保護者10組

対象

仲人おばさんと
　“婚活”しませんか！

　ベルミー越谷　越谷市下間久里755-4（要予約）

　地元で愛され21年　090-3045-8525又は979-9300

●真剣にお考えの20代～50代の方
●会員18万人以上からお相手探し
●毎月1回のカウンセリングと随時のフォロー
●お見合い・交際・デート・プロポーズのアドバイス

マリッジカウンセラー
私が応援します！

　４月開催の保育ステーションと地域子育て支援センターの講座について
は、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、中止となります。
　また、掲載している講座についても、中止となることがあります。
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各種相談（祝日・年末年始を除く）相談は無料です

　　　
●市民相談
〈一般（相続、離婚、賠償などの民事関係）〉
　A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後
4時30分(正午～午後1時を除く)
〈交通事故相談〉　A毎週月曜・木曜日、
毎月第1・3火曜日。午前9時～午後4時
30分(正午～午後1時を除く）。要事前連
絡　
いずれもD中央市民会館4階第1相談室
　Bくらし安心課☎９６３－９１５６
●消費生活相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時30分～
午後3時30分(正午～午後1時を除く）　
G商品やサービスの疑問や不審、訪問
販売のトラブル、多重債務など　DB消
費生活センター（中央市民会館4階）☎
965－8886
●弁護士による法律相談(予約制)
A毎週水曜日、毎月第1～4金曜日、午後
1時20分～4時20分（第2金曜日は午後
4時～7時）。相談日の前日午後1時から
電話のみで予約受け付け。定員6人　D
中央市民会館4階第4相談室　G日常生
活の法律上の諸問題、交通事故による
補償問題、手続きなど　Bくらし安心課
☎９６３－９１５６
●登記相談(司法書士・土地家屋調査士)
A毎月第1水曜日、午前9時～正午　D
中央市民会館4階第2相談室　Bくらし
安心課☎963－9156
●税務相談
〈税理士〉　A毎月第1月曜日、午前10
時～午後3時(正午～午後1時を除く)　
D中央市民会館4階第2相談室　Bくら
し安心課☎963－9156
〈税理士会越谷支部税務相談所〉　A毎
週月曜・木曜日、午後1時～4時。要事前
連絡　D税理士会越谷支部税務相談所
(赤山町3－2－3野崎ビル2階、越谷税務
署前)　B関東信越税理士会越谷支部 
☎962－6131
●行政相談
A毎月第2金曜日、午前9時～正午　D
中央市民会館4階第2相談室　G行政
上の諸問題関係　Bくらし安心課☎
963－9156

●行政書士相談
　(埼玉県行政書士会越谷支部)
A毎月第1金曜日、午前10時～午後3時
（正午～午後1時を除く）　D中央市民会
館4階第2相談室　G相続、遺言、金銭
貸借等の書類の作成など　Bくらし安
心課☎963－9156
●司法書士法律相談(予約制)
A毎週火曜・水曜・金曜日、午後1時～4
時。毎週土曜日、午前10時～午後1時
(予約は平日午前10時～午後4時)　G
裁判・その他法律、遺言・相続・登記、成年
後見・家事事件、クレジット・サラ金、多重
債務　DB埼玉司法書士会越谷総合相
談センター(越ヶ谷2－8－24森田ビル
202号)☎０４８－８３８－７４７２

●なんでも相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分。直接窓口へお越しくださ
い　DBなんでも相談窓口（市役所本庁
舎1階総合受付隣）☎963-9150
●生活自立相談「よりそい」
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後5
時　D市役所第三庁舎2階生活福祉課
　G生活にお困りの方の相談　B生活
自立相談「よりそい」☎963－9212
●介護相談（介護事業所で働く方）
A4月20日（月）、１部は午前１０時～１２
時、２部は午後７時～９時＊相談員は、１
部（市職員）、２部（大学教授）　D中央市
民会館4階第4相談室　B介護保険課
☎９６３-９３０５
●成年後見相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時　D中央市民会館1階越谷市
社会福祉協議会　B成年後見センター
こしがや☎966－2281

●労働相談(社会保険労務士)
A毎週金曜日、午後1時～4時(受け付け
は3時30分まで)　D産業雇用支援セン
ター3階相談室　B産業支援課☎967
－4680
●内職相談
A毎週火曜・木曜日、午前10時～午後3

時30分(正午～午後1時を除く。受け付
けは午前10時～11時30分、午後1時～
3時)　D産業雇用支援センター3階相
談室　B産業支援課☎967－4680
●早期就職(キャリアコンサルタント)
A毎週月曜～金曜日(月曜～水曜日は要
予約)、午前9時～午後5時(正午～午後
1時を除く。受け付けは午後4時30分ま
で)　D産業雇用支援センター3階相談
室　B産業支援課☎967－4680
●経営・創業相談 
A毎週月曜～水曜・金曜日、午前9時～
午後4時(正午～午後1時を除く。要予
約)。出張相談にも応じます　DB産業
雇用支援センター二番館☎967－2424
●職業相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分。毎月第1・3土曜日、午前
10時～午後5時　DBハローワーク越
谷☎969－8609
●事業所の求人相談
A毎週月曜～金曜日、午前8時30分～
午後5時15分　DBハローワーク越谷
☎969－8609

●DV相談
①A毎週月曜～金曜日、午前10時～午
後4時（正午～午後1時を除く）　DB女
性・DV相談支援センター☎963－9176
　②A毎週水曜・金曜日、午後5時～8時
(電話相談のみ)　B女性・DV相談支援
センター☎970－7415
●女性相談
G生き方やパートナーについての相談
　①A毎週月曜～金曜日、午前10時～
午後4時（正午～午後1時を除く）　DB
女性・DV相談支援センター☎963－
9176　②A毎週水曜・金曜日、午後5時
～8時(電話相談のみ)　B女性・DV相
談支援センター☎970－7415　③A毎
週土曜日、午前10時～午後4時（正午～
午後1時を除く）　D男女共同参画支援
センター　B女性・DV相談支援センター
☎963－9176（毎週月曜～金曜日、午前
10時～午後4時（正午～午後1時を除く））
●人権相談（人権擁護委員）
①A毎月第1・3木曜日、午後1時～4時

　D中央市民会館4階第4相談室　B
人権・男女共同参画推進課☎963－
9119　②A毎週月曜日、午前9時～午
後4時　DBさいたま地方法務局越谷
支局☎966－1321

●青少年相談
A毎週火曜・水曜・金曜日、午前9時～午
後4時　DB青少年相談室(越谷市教育
センター内)☎964－0272　
●家庭児童相談
A毎週月曜～金曜日、午前9時～午後4
時(正午～午後1時を除く)。来所の場合
は事前に電話でお問い合わせください
　D中央市民会館4階第6相談室　B
家庭児童相談室(子育て支援課)☎963
－9172
●教育相談
A毎週月曜～土曜日、午前9時20分～
午後4時40分(電話相談は月曜～金曜
日、午前9時～午後7時、土曜日、午前9
時～午後4時40分)。メール相談は市
ホームページで「教育相談」を検索　
D B越谷市教育センター☎962－
9300、962－8601、ハートコール（子ど
も専用電話相談）☎962－8500

●不動産相談
A毎月20日、午前10時～午後3時(正午
～午後1時を除く)　DB埼玉県宅建協
会越谷支部(越ヶ谷2-8-23)☎964－
7611
●住宅リフォーム・耐震相談
A毎月第3火曜日、午前9時30分～11
時30分(第2火曜日までに要予約)　D
中央市民会館4階第4相談室　B建築
住宅課☎963－9205
●マンション管理相談
A毎月第3火曜日、午後1時30分～4時
30分(第2火曜日までに要予約)　D中
央市民会館4階第4相談室　B建築住
宅課☎963－9205
●空家等相談
A毎月第2月曜日、午後１時３０分～３時３
０分（要予約）　D中央市民会館4階第4
相談室　B建築住宅課☎９63－9235

市　民　相　談

福　祉　相　談

女性・人権相談

子ども・教育相談

仕事・経営相談

住 ま い 相 談
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せんちゃんさん
（七左町）

　

ふ
だ
ん
は
千
崎
敏
司
名
義

で
司
会
や
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
な
ど

の
タ
レ
ン
ト
活
動
を
し
て
い

る
。
「
越
谷
に
は
３０
年
近
く

住
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
日
、

こ
し
が
や
エ
フ
エ
ム
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
の
Ｔ
Ａ
Ｅ
さ
ん

が
昔
の
知
り
合
い
だ
っ
た
こ

と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
そ

こ
で
Ｔ
Ａ
Ｅ
さ
ん
の
番
組
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
が

縁
で
、
番
組
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
。

　

ラ
ジ
オ
で
話
す
内
容
は
、

自
分
で
見
た
り
調
べ
た
り
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

「
反
響
が
大
き
か
っ
た
の

は
、
今
年
の
１
月
に
放
送
し

た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
で
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症

急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
が
流

行
し
た
平
成
１４
年
当
時
香
港

に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
そ

の
経
験
を
基
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
危
険
性
を
話
し
ま
し

た
」
。
ラ
ジ
オ
で
は
、
全
国

の
観
光
地
を
紹
介
す
る
「
旅

ラ
ジ
の
輪
」
を
は
じ
め
、
４

つ
の
企
画
を
週
替
わ
り
で
放

送
し
て
い
る
。
新
し
い
企
画

の
構
想
も
あ
る
そ
う
だ
。

「
全
国
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
と

の
中
継
企
画
を
や
り
た
い
。

越
谷
の
知
名
度
を
も
っ
と
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

令和2年（2020年）3月1日現在
人口　34万4,416人（前月比128人減）
世帯　15万5,775世帯（前月比44世帯増）

男　17万1,291人（前月比81人減）
女　17万3,125人（前月比47人減）

せ
ん
ざ
き
び
ん
し

タ
　
エ

サ
ー
ズ

ユ
ー

チ
ュ
ー

ブ

教えて！ダイジ先生
　　～越谷のココが大事～
４月のテーマ：越谷の学校

■こしがやエフエム(86.8MHz)
　毎週月曜日　12:30～、17:30～

いきいき越谷
４月の内容：古くから伝わるこしがやの民話

■テレビ埼玉
　4月18日(土)　9:30～
■J:COM
　4月20日(月)～26日(日) 9:00～、20:00～

ラジオ広報番組 テレビ広報番組

店舗情報
営業時間　11:30～14:00
　　　　　17:30～21:00
定休日　　月曜日（月曜日が祝日
　　　　　　 　　　　　 の場合は翌日）、
　　　　　　　　第3火曜日
所在地　　神明町3-152-2
問合せ　　☎965-7348

　

小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校

を
受
け
、
科
学
技
術
体
験
セ

ン
タ
ー
「
ミ
ラ
ク
ル
」
で

は
、
休
校
中
の
児
童
・
生
徒

が
自
宅
で
楽
し
く
科
学
に
親

し
め
る
よ
う
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
実
験
動
画
の
公
開
を

始
め
ま
し
た
。

　

動
画
は
「
結
晶
の
雪
を
降

ら
せ
よ
う
」
、
「
逆
さ
に
し

て
も
こ
ぼ
れ
な
い

水
」
な
ど
、
１０
分
前

後
の
も
の
を
６
本
公

開
中
（
３
月
２７
日
現

在
）
。
今
後
も
親
子
で

試
す
こ
と
の
で
き
る

実
験
動
画
を
随
時
公

開
す
る
予
定
で
す
。

＊
各
実
験
動
画
は
、

左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

科学の不思議に触れてみよう 親
子
で
楽
し
め
る
実
験
動
画
を
制
作

糸の長さが違う振り子を一斉に動かすとどうなるかな

ｖｏｌ．18

そばづくし
（いしいのそば　越谷分店）

 
 

 

　十割そばのほか、そばがき、そばだんご、ほか
では珍しい「そばがきの揚げだし」などが味わえ
る。その名のとおり、そばの魅力を存分に楽しめ
るメニュー。

こしがや愛されグルメ情報を配信中！
　こしがや愛されグルメホームページや
スマホアプリ「Instagram」、ラジオ「こ
しがやエフエム」（86.8MHz）で愛され
グルメの情報を配信中。ラジオは毎月第
2木曜日、午後6時5分ごろから！ 愛されグルメホームページ

そばづくし　2,200円（税込み）

こしがやエフエム市民パーソ
ナリティ。「らじトク!!あさからラ
イブでハロー８６８」(水)出演
中。高知県出身で、土佐市の
観光大使（PR隊員）も務める。

＊2月の交通事故556件　死者0　負傷者90人
＊2月の火災5件　救急出動回数1,369件

おすすめポイント
そばってこんなにいろいろ
な食べ方があったのか！
と感じられるグルメです。
どれも丁寧に作られてい
ておいしいですよ！

こしがやの未来を創る魅力宣伝大使
越谷アルファーズ　小林　礼秧　選手

インスタグラム

　

３
月
６
日
、
㈱
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
と
越
谷
市
は
、
地
域

振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
連

携
協
力
に
関
す
る
基
本
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
学

校
で
の
授
業
支
援
の
ほ
か
、

市
内
小
・
中
学
校
の
全
児

童
・
生
徒
へ
の
招
待
券
の
提

供
や
、
市
内
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の

球
団
マ
ス
コ
ッ
ト
の

派
遣
な
ど
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
高
橋

市
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ

は
子
ど
も
の
心
身
の

健
全
育
成
に
大
切
な

も
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
互

い
に
連
携
し
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

地域振興やスポーツ振興を目的とした事業を展開 ㈱
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
協
定
を
締
結

協定締結を喜ぶ㈱西武ライオンズの居郷社長（手前
中央右）と高橋市長（手前中央左）

　

３
月
７
日
〜
２２
日
に
、

ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
で

東
北
三
県
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
福

島
県
二
本
松
市
、
宮
城
県
東

松
島
市
、
岩
手
県
大
船
渡
市

か
ら
取
り
寄
せ
た
東
北
な
ら

で
は
の
商
品
が
店
頭
に
並

び
、
訪
れ
た
多
く
の
人
が
手

に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
開
催
に

伴
い
、
杉
並
区
に
あ

る
大
船
渡
市
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
三

陸
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
か
ら
販

売
員
と
し
て
応
援
に

駆
け
つ
け
た
福
山
直

子
さ
ん
は
「
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に

協
力
し
た
い
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
た

く
さ
ん
い
て
、
あ
り

が
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

郷土料理や海産物など並ぶ
　
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
の
蔵
屋
敷
で
東
北
三
県
フ
ェ
ア
開
催

大船渡市の物産を紹介する福山さん（写真右）

スタジオでマイクに向かう
せんちゃんさん
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令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
３
月

定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申
し
上
げ
ま

し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
は

ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事

業
を
執
行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す

が
、
市
長
と
し
て
の
施
政
方
針
を
申

し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も
と
よ

り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
経
営
感

覚
・
コ
ス
ト
意
識
を
重
視
し
、
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配

分
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
も
と
、

令
和
２
年
度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予

算
は
、
対
前
年
度
比
７
・
４
％
増
の

１
０
５
６
億
円
、
さ
ら
に
各
特
別
会

計
、
病
院
事
業
会
計
と
公
共
下
水
道

事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
予

算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
５
・
１
％

増
の
１
８
５
１
億
１
４
０
０
万
円
で

編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合

振
興
計
画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要

な
施
策
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
市
民
が
主
役
の
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
条
例
や
そ
の
理
念
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
視

し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
の
健
全
な
育
成
と

円
滑
な
運
営
に
資
す
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
多

様
な
参
加
の
も
と
、
各
種
事
業
や
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
区
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改

修
し
、
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民

館
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
す
べ
て

の
市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で

平
等
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

人
権
尊
重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
の
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
様
々
な
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
第
３
次
越

谷
市
人
権
施
策
推
進
指
針
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
男

女
が
「
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合

い
、
自
分
ら
し
さ
を
活
か
せ
る
社

会
」
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参
画
支

援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
各
種
施
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
第
４
次
越
谷
市

男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
女

性
・
Ｄ
Ｖ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を

中
心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
さ
ら
な
る

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
等
と

の
国
際
交
流
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
制
度
や
法
改
正
へ
の
円
滑
な
対
応

を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か

し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直

し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

安
心
な
公
共
施
設
等
の
管
理
・
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

庁
舎
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親
し

み
の
あ
る
新
庁
舎
の
実
現
に
向
け
た

建
設
工
事
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

福
祉
関
連
分
野
で
は
、
複
雑
・
多

様
化
す
る
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
中
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
充
実
と
地
域
住
民
相
互
の
支

え
合
い
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、

第
３
次
越
谷
市
地
域
福
祉
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
４
月
に
保

健
所
と
同
じ
敷
地
内
に
移
転
し
、
隣

接
す
る
市
立
病
院
と
と
も
に
、
本
市

の
地
域
保
健
医
療
の
拠
点
と
し
て
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

健
康
危
機
に
備
え
、
医
療
関
係
団
体

等
と
連
携
し
、
医
療
体
制
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
足

す
る
市
内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
看
護
師

等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
夜
間
急

患
診
療
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

東
部
南
地
区
第
二
次
救
急
医
療
圏
内

の
市
町
と
連
携
・
協
力
し
、
第
二
次

救
急
医
療
体
制
を
維
持
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ

た
医
療
資
源
を
効
率
的
に
活
用
す
る

た
め
、
地
域
医
療
機
関
と
の
機
能
分

化
を
図
り
、
引
き
続
き
質
の
高
い
医

療
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持

続
的
か
つ
安
定
的
に
医
療
を
提
供
す

る
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
着
実
に
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
各
種
が
ん
検
診
に
お
け
る

受
診
率
の
向
上
に
努
め
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
家

庭
訪
問
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康

診
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
引
き
続
き
相
談
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
及
び
重
症

化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
所
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
の

発
生
予
防
や
感
染
症
発
生
時
の
感
染

拡
大
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
今

般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
き
ま
し
て
も
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
食
中
毒

な
ど
の
予
防
啓
発
、
動
物
の
愛
護
と

適
正
飼
育
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
自
殺
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
サ
ロ
ン
事
業
等
の
充
実
に
よ
り
、

安
心
し
て
子
育
て
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
大
相
模
保
育
所
の
建
設
工
事

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
、
民
間
事
業
者
が
行
う
小
規
模
保

育
事
業
所
の
開
設
等
を
支
援
し
、
定

員
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本

市
独
自
の
こ
し
が
や
「
プ
ラ
ス
保

育
」
幼
稚
園
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充

を
図
り
、
３
歳
児
以
降
の
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
大
袋

北
学
童
保
育
室
等
の
施
設
整
備
を
行

い
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
放
課
後

児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す

る
支
援
の
ほ
か
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前
の
子
ど

も
に
対
し
、
障
が
い
や
発
達
の
状
態

に
応
じ
た
療
育
及
び
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介

護
給
付
費
及
び
訓
練
等
給
付
費
等
の

支
給
を
行
う
ほ
か
、
地
域
生
活
支
援

事
業
や
就
労
支
援
事
業
、
地
域
適
応

支
援
事
業
、
障
害
者
等
相
談
支
援
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
第
５
次
越
谷
市
障
が
い
者
計
画

及
び
第
６
期
越
谷
市
障
が
い
福
祉
計

画
・
第
２
期
越
谷
市
障
が
い
児
福
祉

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
大
相
模
地
区

セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
な
ど
体
制
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
関
係

団
体
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
な

ど
の
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
健
康
づ
く
り
や
多
様
な
交
流
機

会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

施
政
方
針
（
全
文
）

大
綱
１
「
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て

大
綱
２
「
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

保健センター多目的会議室の様子

　

過
日
開
催
さ
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、
高
橋
市
長
が

新
年
度
の
市
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演

説
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策

な
ど
に
つ
い
て
、
吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方
針
演
説
を

行
い
ま
し
た
。
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た
、
い
き
い
き
農
園
や
シ
ル
バ
ー
カ

レ
ッ
ジ
な
ど
、
各
種
生
き
が
い
対
策

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
要
支
援

１
ま
た
は
要
支
援
２
の
方
を
対
象
と

し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
自
ら
が
実
施
す
る
介
護
予
防
活
動

へ
の
支
援
や
、
地
域
の
様
々
な
団
体

に
よ
る
生
活
支
援
体
制
の
整
備
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
新
規
開
設
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
第
８
期
越
谷
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
幅
広

い
分
野
の
相
談
窓
口
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
、
「
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」

に
名
称
を
変
更
し
、
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
相
談
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
す
と
と

も
に
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の

向
上
と
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防

な
ど
、
引
き
続
き
、
被
保
険
者
の
健

康
の
保
持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

越
谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
都
市
施
設
の
計
画
的

な
整
備
や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成

等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
越
谷
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
中
心
核
で
あ
る
南
越
谷
駅
・

新
越
谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
及
び
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
越
谷
サ

ン
シ
テ
ィ
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
西
大
袋
地
区
の
さ
ら
な
る
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
市
民
に

よ
る
こ
し
が
や
景
観
資
源
の
登
録
な

ど
、
越
谷
ら
し
い
景
観
の
形
成
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
・

生
活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
道
路
交
通
の
安
全
性
向
上

の
た
め
、
ゾ
ー
ン
３０
の
拡
充
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
輸
送

道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
陥
没
な
ど

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

路
面
下
空
洞
調
査
を
引
き
続
き
実
施

し
、
道
路
環
境
の
良
好
な
保
全
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
都
市

計
画
道
路
越
谷
吉
川
線
及
び
川
柳
大

成
町
線
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
人
と
人
の

交
流
を
生
み
出
す
拠
点
、
新
た
な
魅

力
や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
拠
点
に

加
え
、
大
規
模
自
然
災
害
等
に
対
応

し
た
広
域
的
な
防
災
拠
点
、
都
市
型

農
業
の
推
進
拠
点
な
ど
、
よ
り
多
面

的
要
素
を
含
む
複
合
施
設
と
し
て
の

可
能
性
を
見
据
え
、
引
き
続
き
整
備

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
修

繕
・
補
修
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊

急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か
る
橋
梁
の

耐
震
化
を
図
り
、
地
震
発
生
時
に
お

け
る
通
行
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
・

公
共
交
通
事
業
者
・
市
の
役
割
分
担

や
連
携
に
よ
り
、
利
便
性
が
高
く
持

続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
第
２
次
越
谷
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
安
全
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
越
谷
駅
、
新
越
谷
駅

及
び
蒲
生
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
に

対
し
、
国
・
県
と
連
携
し
鉄
道
事
業

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北

部
地
域
の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公

園
の
拡
張
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
に
身
近
な
公
園
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
道
に
つ

い
て
は
、
綾
瀬
川
緑
道
の
整
備
の
ほ

か
、
「
川
の
国
埼
玉　

は
つ
ら
つ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
県
と
連

携
し
て
元
荒
川
、
新
方
川
の
緑
道
整

備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
公
園
等
の
維
持
管
理
を
進
め
る

た
め
、
自
治
会
や
市
民
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
公
園
維
持
管
理
団
体

数
の
拡
充
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
内
水
排
除

の
強
化
を
進
め
、
浸
水
被
害
の
さ
ら

な
る
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市

下
水
路
や
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な

ど
の
幹
線
排
水
路
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
水
災
害
に
対
し
、

適
時
的
確
な
情
報
発
信
を
す
る
た
め

の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
氾
濫
予

測
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
を
行
い
、
市
民
の
防
災
・
減
災
意

識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
施
設
の
計
画
的
な
長
寿
命
化
及
び

耐
震
化
を
進
め
、
効
率
的
な
維
持
管

理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
経
営
健
全
化
を
図
る

た
め
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の

財
務
規
定
等
を
適
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

建
築
物
の
耐
震
化
促
進
に
つ
い
て

は
、
既
存
建
築
物
の
所
有
者
に
対
し

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
県
指
定

の
緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築
物
の
所

有
者
に
対
し
耐
震
診
断
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
改
定
を
進
め
て
い
る
越
谷
市

環
境
管
理
計
画
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
と
連
携
し
た
施
策
と
と
も

に
、
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
を
軽
減

す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
大
気
や
水
質
等
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
や
、
外
来

生
物
・
有
害
鳥
獣
対
策
等
に
よ
り
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
を
構
成
す
る
他
の

市
町
と
連
携
し
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
る
食
品
や
食
べ
残
し
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
の
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
」
の
周
知
啓
発

を
推
進
し
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減

量
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
雑
紙
な
ど
の
古
紙
分
別
徹
底
の

周
知
や
、
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収

を
促
進
す
る
な
ど
、
ご
み
の
資
源
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
超
高
齢

社
会
の
進
行
を
見
据
え
、
本
市
に
相

応
し
い
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
推

進
す
る
た
め
、
次
期
越
谷
市
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
固
定
系

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を

引
き
続
き
進
め
る
ほ
か
、
越
谷
市
地

域
防
災
計
画
の
改
定
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
整

備
や
人
材
の
育
成
、
避
難
行
動
要
支

援
者
対
策
の
充
実
等
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

生
活
環
境
の
保
全
及
び
空
家
の
利
活

用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
見
守
り

活
動
の
充
実
や
自
動
販
売
機
を
活
用

し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
犯

罪
の
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
「
振

り
込
め
詐
欺
」
等
の
被
害
防
止
に
向

け
た
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
、
消
費

者
の
自
立
と
実
践
的
な
能
力
を
育
む

た
め
、
若
年
者
に
向
け
た
啓
発
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
対
す

る
、
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
促
進

及
び
適
切
な
維
持
管
理
の
周
知
に
努

め
る
と
と
も
に
、
予
防
査
察
に
よ
り

法
令
違
反
の
是
正
を
促
進
す
る
な

ど
、
防
火
安
全
体
制
の
確
立
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
市
立
の
小
中

学
校
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共

施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

設
置
し
た
２４
時
間
使
用
可
能
な
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
適
正
に
使
用
で
き
る
よ
う
維
持

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

応
急
手
当
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年

（
２
０
１
８
年
）
４
月
に
発
足
し
た

学
生
機
能
別
団
員
に
対
し
、
大
規
模

災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営

の
補
助
活
動
に
必
要
な
教
育
訓
練
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
自
主
防

災
組
織
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
が
活
力
を
失
う
こ
と
な

く
持
続
的
に
発
展
す
る
よ
う
、
魅
力

あ
る
産
業
の
育
成
と
安
定
し
た
雇
用

を
創
出
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
商

工
会
議
所
や
金
融
機
関
等
と
連
携
し

た
経
営
・
創
業
相
談
の
充
実
や
新
た

な
産
業
の
担
い
手
と
な
る
創
業
者
等

の
育
成
支
援
、
制
度
融
資
に
係
る
利

子
助
成
の
実
施
の
ほ
か
、
住
宅
等
改

修
工
事
の
受
発
注
サ
イ
ク
ル
の
頻
度

を
増
や
し
、
雇
用
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
既
存
産
業
の
活
性
化
と

新
た
な
産
業
の
育
成
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
商
店

会
や
商
業
者
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
連
携

し
て
新
た
に
実
施
す
る
商
店
街
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
に

ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
越
谷

市
観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
花
火
大

会
、
南
越
谷
阿
波
踊
り
や
田
ん
ぼ
ア

ー
ト
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
相
模
調

節
池
の
水
辺
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
魅
力
の
発
信
に
つ
い
て

は
、
地
域
で
愛
さ
れ
て
い
る
「
食
」

並
び
に
日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
る
魅
力
を
発
掘
・
編
集
・
発
信

し
、
市
の
知
名
度
向
上
や
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
２
年
（
２
０

２
０
年
）
の
夏
に
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
来
日
す
る
外
国
人
観
光
客
を
対
象

と
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

東
南
部
地
域
の
商
工
団
体
が
連
携

し
、
工
業
製
品
の
販
路
開
拓
・
拡
大

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
埼
玉
東
部
工

業
展
へ
の
支
援
に
よ
り
、
市
内
工
業

者
の
広
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

出
等
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
荻
島
地
区
の
産
業
団
地
整
備
に

大
綱
３
「
自
然
と
調
和
し
質
の
高

い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て

大
綱
４
「
人
や
環
境
に
や
さ
し
く

安
全
・
安
心
な
生
活
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て

大
綱
５
「
安
心
し
て
働
け
る
環
境

を
育
む
持
続
的
で
躍
動
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
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向
け
て
県
企
業
局
と
の
連
携
を
一
層

深
め
な
が
ら
、
着
実
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
事
業
化
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
首
都
近

郊
に
位
置
し
、
周
辺
に
多
く
の
消
費

者
を
抱
え
る
本
市
の
地
理
的
優
位
性

を
活
か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進

し
、
戦
略
的
な
農
業
施
策
を
展
開
す

る
た
め
、
第
３
次
越
谷
市
都
市
農
業

推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
市
内
外
か
ら
の
大
勢
の
来
園
者

に
対
応
す
る
た
め
、
越
谷
い
ち
ご
タ

ウ
ン
に
お
け
る
第
二
工
区
の
整
備
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

大
学
や
企
業
と
の
共
同
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
見
据

え
た
農
業
経
営
へ
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
平
成

３０
年
度
か
ら
開
始
し
た
メ
ロ
ン
の
試

験
栽
培
に
つ
い
て
は
、
企
業
と
の
共

同
研
究
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
デ

ー
タ
の
収
集
と
分
析
を
行
い
、
最
適

な
栽
培
環
境
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
に
よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
の

利
用
集
積
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
計
画
的
な
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
の
育
成
支
援

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
高
品
質
な
農

産
物
の
栽
培
技
術
を
継
承
す
る
担
い

手
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
新
規
就

農
者
や
生
産
規
模
の
拡
大
を
図
る
な

ど
、
意
欲
的
に
農
業
経
営
を
進
め
る

農
業
者
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
や
各
種
相

談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷

や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る

連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
教

育
会
議
な
ど
を
通
じ
て
教
育
委
員
会

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
第
２
期
越

谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
専
門
の
資
格
を
有
す
る
学
校

司
書
の
効
果
的
な
配
置
と
資
質
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
新
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
く
小
学
校
外
国
語

教
育
の
充
実
に
向
け
、
語
学
指
導
助

手
の
増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

は
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
踏
ま
え
た
生
徒
指
導
や
教
育
相
談

の
充
実
に
努
め
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
小
中
学
校
入
学
前
に

必
要
と
な
る
学
用
品
費
の
入
学
前
支

給
な
ど
、
引
き
続
き
就
学
費
用
の
一

部
を
援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
特

別
支
援
学
級
の
早
期
全
校
設
置
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員

と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
は
じ
め
と

す
る
、
教
育
環
境
の
整
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進

む
学
校
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
個
別

施
設
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
協
働
や
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
、
各
種
大
会
、
講
座
等
を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
卓
球

チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入

れ
や
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
を
通
じ

て
、
気
運
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

老
朽
化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体

育
館
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
施
設
へ
の
建

て
替
え
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
あ
だ
た
ら
高
原
少

年
自
然
の
家
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

廃
止
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協

議
・
調
整
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス

キ
ー
教
室
に
係
る
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
述
べ

ま
し
た
が
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
第
４
次
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の

締
め
く
く
り
と
な
る
第
二
期
実
施
計

画
の
適
正
な
進
行
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
や
今
後
の
人

口
減
少
に
伴
う
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
越
谷
市
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
、
第
５
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
市
内
１３
地
区
で
の
ま
ち
づ
く
り

会
議
や
市
民
懇
談
会
、
若
者
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
、
越
谷

市
総
合
振
興
計
画
審
議
会
に
お
い
て

ご
審
議
い
た
だ
く
と
と
も
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
計
画
を
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
「
安
心
度
埼
玉
ナ

ン
バ
ー
１
の
越
谷
」
「
市
民
が
誇
れ

る
越
谷
」
「
い
き
い
き
活
性
化
す
る

越
谷
」
の
３
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
と
し
、
「
行
政
は
市
民
の
た

め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と
共
有

し
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
と
な
っ
て
も
、
こ
こ

越
谷
か
ら
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
け

る
よ
う
、
県
南
東
部
地
域
の
中
核
都

市
と
し
て
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
こ
の
施
政
方
針
で
申
し
述

べ
た
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
、
真
に

必
要
な
施
策
を
着
実
に
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
「
越
谷
市
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指

導
、
そ
し
て
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎

え
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
教
育
の

果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
中
、
学
校
教
育
で
は
、
新
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
に
伴
い
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
践
や

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
な

ど
、
新
た
な
視
点
に
よ
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
開
発
や

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
、

教
育
に
関
連
す
る
技
術
革
新
は
、
目

覚
ま
し
い
進
展
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
社
会

に
お
い
て
、
自
ら
夢
や
希
望
、
目
標

を
も
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
「
生
き
る
力
」
の

基
盤
を
育
む
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ

た
り
学
ん
だ
成
果
を
地
域
社
会
に
還

元
で
き
る
よ
う
な
「
循
環
型
生
涯
学

習
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
で

は
、
越
谷
市
の
教
育
大
綱
で
あ
る
第

２
期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、

教
育
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
第
２
期
越
谷

市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標

に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策

で
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
の

向
上
や
情
報
活
用
能
力
の
育
成
の
た

め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
魅
力
あ
る

授
業
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
教
材
の
整
備
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

追
加
配
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
お
よ
び

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
正
し
く
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
、
指
導
主
事
に
よ
る
情
報
モ

ラ
ル
講
座
や
教
職
員
研
修
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
材
の

提
供
に
よ
る
家
庭
教
育
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
専
門
の
資
格
を
有
す
る
学
校

司
書
を
効
果
的
に
配
置
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
資
質
向
上
や
司
書
教
諭
・

学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
研
修
会

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
第

１
期
の
５
年
間
の
成
果
と
課
題
を
踏

ま
え
、
「
学
力
の
向
上
・
自
己
肯
定

感
の
高
揚
・
学
校
生
活
充
実
感
の
高

揚
」
を
目
的
と
し
て
、
全
小
中
学
校

へ
新
た
に
第
２
期
小
中
一
貫
教
育
の

研
究
指
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
指
導
内
容
お
よ
び
指
導
方
法

に
つ
い
て
は
、
各
種
学
力
調
査
の
結

果
を
活
用
し
、
工
夫
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
１０
教
科
１６
種
目
お
よ
び

特
別
支
援
教
育
の
教
科
用
図
書
の
採

択
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
採
択
事

務
の
透
明
性
を
確
保
し
、
適
正
か
つ

公
正
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

伝
統
文
化
を
尊
重
し
国
際
性
を
育

む
教
育
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
始
ま
る
新
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
く
小
学
校
外
国
語
教
育
の
充
実
に

向
け
、
語
学
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
増
員
と
効
果
的
な
配
置
に
努
め
る

ほ
か
、
教
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
自
ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動

し
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
各
校

の
防
災
訓
練
や
防
災
学
習
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
「
学
校
防
災
の
日
」

に
お
け
る
全
小
中
学
校
一
斉
の
引
き

渡
し
訓
練
を
実
施
し
、
自
助
・
共
助

の
意
識
を
育
て
る
防
災
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
・
防
犯
教
育
に
つ
い
て

は
、
国
の
「
登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
越
谷
警
察
署
や
学
校
、

保
護
者
、
地
域
と
の
連
携
の
も
と
、

登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

心
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
非
行
問

題
行
動
の
未
然
防
止
に
向
け
、
き
め

細
か
な
生
徒
指
導
を
通
し
て
児
童
生

徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
教
員
の
指
導
力
向
上

を
目
的
と
す
る
研
修
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ

と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
り
、
自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
教
育
相
談
員
や
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
小
中

学
校
等
が
連
携
し
た
組
織
的
な
相
談

体
制
の
充
実
を
図
り
、
不
登
校
や
悩

み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護

者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
が
ん
教
育
な
ど
の
授
業
を
行

教
育
行
政
方
針
（
全
文
）

大
綱
６
「
い
き
い
き
と
だ
れ
も
が

学
べ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

基
本
目
標
１
「
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
を
進
め
る
」
に
つ
い
て

小学校トイレの洋式化を進めます
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う
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

相
談
体
制
の
整
備
や
い
じ
め
の
早
期

発
見
の
た
め
の
市
内
全
校
共
通
ア
ン

ケ
ー
ト
を
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・

早
期
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
を

目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

健
康
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
基

礎
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
歯
科
医
等
の
指
導
に
よ
る
養
護
教

諭
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
学
校
保
健
活
動
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
の
日
本
や
外
国
の
食
文
化
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
日
本
の
四

季
・
行
事
に
応
じ
た
料
理
や
世
界
の

料
理
を
献
立
に
取
り
入
れ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
「
和
食
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
を
対
象
に
「
朝

食
」
に
関
す
る
講
座
を
実
施
す
る
な

ど
、
健
全
な
食
生
活
や
望
ま
し
い
食

習
慣
の
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
や
児
童
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
よ

り
充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
が
取
り

組
ん
で
い
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

の
推
進
や
情
報
の
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
引
き
続
き
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
校
・
大
学
等
の
入
学
資
金

の
調
達
が
困
難
な
保
護
者
に
入
学
準

備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受
け

る
機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
幼

児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑

な
接
続
を
目
的
と
し
た
幼
保
小
連
絡

会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校

教
員
を
対
象
に
幼
児
教
育
に
関
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
よ
り
質
の
高
い
幼
児
教
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
施
設
整
備
に
係
る

補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
教
育
環

境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
た
め
、
特
別
支
援
学

級
の
早
期
の
全
校
設
置
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
個
別
的
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ

る
児
童
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
家
に
よ
る
発
達
支
援
訪
問
指
導

や
、
専
門
性
の
向
上
を
図
る
教
職
員

研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
快

適
な
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
令

和
元
年
度
の
国
庫
補
助
金
を
活
用
し

た
小
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
、

施
設
改
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
エ
リ
ア

の
児
童
生
徒
数
の
急
増
を
見
据
え
、

こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
小
中
一
貫

教
育
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
９

か
年
を
見
通
し
た
教
育
環
境
の
整
備

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
老
朽
化
が
進
む
学
校
の
長
寿
命

化
に
向
け
た
個
別
施
設
計
画
の
策
定

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
育
の
質

の
向
上
や
校
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
授
業
実
践
が
で
き
る
よ
う
、

研
修
内
容
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
が
健
康

で
い
き
い
き
と
教
育
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
を
確
保
し
、
自
ら
の
専
門
性
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
衛
生
管

理
の
実
施
や
在
校
時
間
の
適
正
な
管

理
な
ど
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育

力
を
活
用
し
、
地
域
と
の
強
い
絆
で

結
ば
れ
た
学
校
づ
く
り
を
展
開
す
る

た
め
、
全
小
中
学
校
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校

応
援
団
や
退
職
教
員
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用
し
、
こ
ば
と
塾
に
よ

る
学
習
支
援
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策

で
す
が
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て

は
、
多
様
化
す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
一
人
ひ
と
り

が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
こ
し
が
や

市
民
大
学
を
企
画
・
運
営
す
る
ほ

か
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種
学
級
・

講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
学
習
機
会

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
就
学
時
お
よ
び
進
学
時
の
説
明

会
に
お
い
て
実
施
す
る
子
育
て
講
座

に
つ
い
て
、
講
師
の
増
員
に
よ
る
講

座
内
容
の
充
実
を
図
り
、
家
庭
の
教

育
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に

つ
い
て
は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
人
権
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会
や
講
座
等

を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
廃
止
に
向
け
た

関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
を
進
め

る
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
教
室
に
係
る

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
理
科
や
科
学
に
対
す
る
児
童

生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た

め
、
学
校
や
科
学
分
野
の
専
門
機
関

と
連
携
し
た
体
験
事
業
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
特
別
な
支
援
を
要

す
る
児
童
生
徒
へ
向
け
た
科
学
工
作

体
験
事
業
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

あ
わ
せ
た
魅
力
的
な
講
座
や
定
期
的

な
企
画
展
示
を
開
催
す
る
ほ
か
、
学

校
利
用
事
業
の
一
環
と
し
て
、
各
学

校
へ
の
派
遣
授
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
よ
り
身
近

で
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
移
動
図
書
館
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
見
直
し
や
分

か
り
や
す
い
書
架
サ
イ
ン
の
作
成
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
向
け
古
典
講
座
や
親
子
で
参
加
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

図
書
館
を
通
じ
て
市
民
文
化
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
学
生
に
よ
る

「
お
す
す
め
本
」
の
紹
介
を
実
施
す

る
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
市
民
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
で
き
る

機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
文
化
総

合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
」
の
発
行
や

越
谷
市
民
文
化
祭
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
越
谷
市
美
術
展
覧
会
に
お
け

る
高
校
生
等
の
出
品
料
見
直
し
の
積

極
的
な
周
知
を
行
い
、
市
民
が
参

加
・
応
募
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て

は
、
郷
土
芸
能
を
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭
や
郷
土

芸
能
体
験
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
こ
し
が
や
能
楽
堂
を
拠
点
と

し
て
薪
能
や
市
民
能
楽
養
成
事
業
を

開
催
し
、
鑑
賞
や
体
験
の
機
会
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

大
道
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
旧
荻
島
公
民
館
を
文
化
財
の

整
理
や
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
場
所
と
し
て
利
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
各
自
治
会
等
と
連
携

し
、
越
ヶ
谷
秋
ま
つ
り
の
文
化
財
指

定
に
向
け
た
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
貴
重
な
文
化
的
遺
産
の
後
世
へ

の
継
承
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
お

よ
び
旧
東
方
村
中
村
家
住
宅
に
つ
い

て
は
、
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
郷
土

に
関
す
る
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な

施
策
で
す
が
、
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
づ
く
り
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
日

頃
運
動
す
る
機
会
の
少
な
い
市
民
が

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ら
れ
る
契

機
と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
実
施
や
定
期
的
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
多
様
な
機
会
を
活
用
し
た
参
加

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
卓
球
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

の
受
入
れ
や
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
を

通
じ
て
、
本
番
に
向
け
た
機
運
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
越
谷
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
の
主

催
試
合
を
誘
致
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て

は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
に
努
め
、

人
材
の
養
成
や
登
録
者
数
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
各
種
大
会
や
教
室

等
に
お
け
る
登
録
者
の
活
用
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心

し
て
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
め
る
よ

う
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
や
計

画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
環
境
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
市
立
第
１
・
第
２
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
施
設
へ
の
建

替
え
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
、
令
和
２
年
度
の
主
要
な
教

育
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
度
か
ら
順
次
全
面
実

施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
小

学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
が
本
格

実
施
さ
れ
る
な
ど
、
変
革
の
社
会
の

流
れ
に
あ
わ
せ
て
新
た
に
取
り
組
む

こ
と
も
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
世
の
中
が
変
化
し

続
け
る
状
況
に
お
い
て
も
、
自
ら
課

題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
て
行
動
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育

成
し
た
い
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
能
力
や
可
能
性
を

最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

機
会
を
提
供
す
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
最
終
年
度
と
な
る
第
２
期
越
谷

市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
次

期
教
育
大
綱
と
な
る
（
仮
称
）
第
３

期
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策

定
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
教
育
行
政

の
公
正
か
つ
適
正
な
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
さ

ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

基
本
目
標
３
「
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

め
る
環
境
を
つ
く
る
」
に
つ
い
て

基
本
目
標
２
「
生
涯
に
わ
た
る
学

び
を
充
実
し
、
地
域
の
文
化
を
創

造
す
る
」
に
つ
い
て

教職員の初任者研修

つ
ち
か

き
ゅ
う
ひ
が
し
か
た
む
ら

た
き
ぎ
の
う




